
1

論
文



2

１
　

讀
離
騷

嗚
乎
。
傷
哉
。
讒
人
罔
極
也
。
屈
原
之
事
君
也
。
可
謂
忠
矣
。
而
讒
人
間
之
。
遂
沈
泪
羅
。
余
讀
離
騷
。
其
辭
悽
愴
而
怨
。
其
言
婉
雅

而
憂
。
呼
天
一
聲
。
心
腸
寸
斷
。
不
覺
流
涕
交
頤
也
。
凡
人
處
順
境
也
易
。
處
逆
境
也
難
。
如
原
之
所
處
。
可
謂
極
難
矣
。
而
論
者
或

曰
不
必
死
。
或
曰
。
其
死
也
遲
。
何
論
之
容
易
也
。
噫

嗚
呼
。
原
之
胸
懷
。
誰
語
誰
明
。
當
時
之
人
。
誰
知
之
者
。
後
世
之
人
。
誰

知
之
者
。
吁
乎
。
嗟
乎
。
可
哀
矣
哉
。
余
少
也
孤
。
落
魄
於
彼
。
飄
泊
于
此
。
飽
歴
世
路
之
峻
層
。
屡
遇
人
情
之
反
覆
。
當
患
難
迫
身
。

苦
辛
切
軆
。
欲
語
無
語
。
欲
告
無
告
。
他
人
不
知
痛
痒
者
。
非
唯
不
悲
之
。
反
謔
浪
笑
傲
。
况
原
之
苦
辛
。
非
余
之
比
。
自
非
身
罹
憂

患
。
親
嘗
辛
苦
者
。
焉
能
知
其
胸
懷
乎
。
於
戯
。
余
生
千
載
之
後
。
讀
離
騷
而
悲
之
。
誰
復
於
千
載
之
後
。
知
予
之
所
以
悲
。
而
悲
之

者
嗚
乎
。

此
篇
係
二
十
二
三
歳
作
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釈
文

り
そ
う

離
騷
を
よ讀
む

あ
あ
嗚
乎
。
い
た
ま
傷
し
き
か
な
。
ざ
ん
に
ん

讒
人
（
告
げ
口
を
し
て
人
を
陥
れ
る
）

は
も
う
き
ょ
く

罔
極
（
き
わ
ま
り
が
な
い
）

な
り
。
く
つ
げ
ん

屈
原
之
れ
君
の
事
な
り
。
ま
ご
こ
ろ
忠

を
い謂
う
可
し
。
ざ
ん
に
ん

讒
人
に
こ
れ
を
問
わ
ず
し
て
遂
に
べ
き汨
ら羅
に
沈
む
。

余
は
り
そ
う

離
騷
を
讀
ん
で
其
の
じ辭
の
せ
い
そ
う

悽
愴
し
て
う
ら怨
む
。
其
の
言
え
ん
が

婉
雅
に
し
て
憂
い
は
一
聲
天
を
呼
ぶ
。
し
ん
ち
ょ
う

心
腸
す
ん
だ
ん

寸
斷
な
み
だ
涕
は
あ
ご頤

に
こ
も
ご
交
も
覺
え
ず
流
れ
る
。
凡
人
（
普
通
に
人
）
じ
ゅ
ん
き
ょ
う

順
境

に
處
し
易
し
と
こ
ろ
。
ぎ
ゃ
く
き
ょ
う

逆
境

ま
た
難
し
處
ま
た
屈
原
の
所
處
の

如
く
。
極
難
を
謂
う
可
し
論
ず
る
者
は
曰
う
必
死
せ
ず
。
或
は
曰
う
其
の
死
ま
た
遲
し
と
、
何
ん
ぞ
論
は
之
れ
容
易
な

り
。
あ
あ
噫

。
あ
あ
嗚
呼
。
屈
げ
ん原
の
き
ょ
う
か
い

胸
懷
誰
か
語
り
て
誰
に
明
さ
ん
。
當
時
の
人
誰
が
之
を
知
る
。
後
世
の
人
誰
が
之
を
知

る
。
あ
あ
吁
乎
。
あ
あ
嗟
乎
。
哀
し
む
可
し
。
余
は
お
さ
な
少
き
よ
り
み
な
し
ご
孤

な
り
。
は
く魄
を
彼
に
お
い
て
落
さ
ん
。
泊
る
こ
れ
ひ
る
が
え
飄

り
て
。

れ
き
せ
い

歴
世
し
ゅ
ん
そ
う

峻
層
（
山
の
嶮
し
い
さ
ま
）

に
あ飽
き
、
し
ば
し
屡
ば
に
ん
じ
ょ
う

人
情
の
は
ん
ぷ
く

反
覆
に
遇
い
、
か
ん
な
ん

患
難
（
憂
い
、
悩
み
、
難
儀
）

身
に
迫
る
に
當
り
く
し
ん

苦
辛
切

に
し
て
や
が
て
軆
語
ら
ん
と
欲
す
る
も
語
無
く
、
告
げ
ん
と
欲
す
る
も
告
る
無
く
、
他
人
に
つ
う
よ
う

痛
痒
（
痛
み
と
痒
み
）

は
知
ら
ず
。
唯

だ
之
を
悲
し
ま
ず
に
非
ら
ず
し
ま
ず
に
（
悲
し
む
）
。
は
ん反
ぎ
ゃ
く
謔
し
て
ろ
う浪
し
ょ
う
笑
お
ご傲
る
も
、
い
わ况
ん
や
屈
げ
ん原
の
く
し
ん

苦
辛
余
の
比
に
非
ら
ず
、
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非
ら
ず
よ
り
身
は
憂
患
に
罹
り
、
親
し
く
し
ん
く

辛
苦
を
な
め嘗
る
は
能
く
其
の
き
ょ
う
か
い

胸
懷
を
知
る
。

余
せ
ん
ざ
い

千
載
の
後
に
も
り
そ
う

離
騷
を
讀
ん
で
て
之
を
悲
し
む
。
誰
復
た
せ
ん
ざ
い

千
載
の
後
に
。
予
之
れ
を
以
て
悲
し
む
所
を
知
る
。
之
を

悲
し
む
あ
あ
嗚
乎
。

（
此
篇
二
十
二
三
歳
の
も
の
と
推
定
）

〔
解
説
〕

屈
原
（
前
三
四
〇
　
－
　
二
七
０
）
は
中
国
最
初
の
大
詩
人
。
名
は
へ
い平
、
字
は
げ
ん原
。
あ
る
い
は
名
は
正
則
、
字
は
れ
い
き
ん

霊
均

だ
と
も
云
う
。
戦
国
時
代
の
末
、
楚
國
の
貴
族
の
家
に
生
ま
れ
、
懐
王
及
び
け
い
じ
ょ
う

頃
襄
王
に
仕
え
て
さ
ん
り
ょ

三
閭
大
夫
（
昭
、
屈
、

景
の
三
氏
に
司
る
）
の
官
名
に
な
っ
た
が
、
讒
言
に
逢
っ
て
放
逐
さ
れ
、
洞
庭
湖
の
辺
り
を
流
浪
す
る
こ
と
多
年
遂
に

絶
望
の
果
て
に
べ
き
ら

汨
羅
江
に
身
を
投
じ
て
死
ぬ
。
「
楚
辞
」
と
呼
ば
れ
る
朗
誦
体
の
詩
は
彼
の
創
始
に
な
っ
た
も
の
で
後

世
の
詩
に
絶
大
な
影
響
を
与
え
た
。
代
表
作
は
「
離
騒
」「
九
歌
」「
天
問
」「
九
章
」
な
ど
。

「
離
騒
」
は
憂
い
に
遭
う
、
あ
る
い
は
別
離
の
愁
い
の
意
。
全
篇
九
十
三
節
、
二
千
五
百
字
に
近
い
長
編
自
叙
伝
詩
で

あ
る
。



5

語
釈
　
　
り
そ
う

離
騷
＝
楚
辞
の
編
名
、
戦
国
時
代
、
楚
の
屈
原
が
王
か
ら
信
任
さ
れ
な
い
憂
い
を
述
べ
た
も
の
、
離
は
罹
、
騒
は
憂
い
で
、
憂
い
に
あ
う
と
い
う
意
、
一
説
に
、
追

放
さ
れ
た
國
か
ら
離
れ
る
憂
い
を
述
べ
た
も
の
と
い
う
。
あ
あ
嗚
乎
＝
感
嘆
詞
。
い
た
ま
傷
し
哉
＝
悲
し
く
思
う
。
ざ
ん
に
ん

讒
人
＝
告
げ
口
を
し
て
人
を
陥
れ
る
。
ぼ
う罔
＝
網
、
に
ん
を
束
縛
す
る
、
道

理
に
合
わ
な
い
こ
と
を
強
い
る
。
く
つ
げ
ん

屈
原
＝
楚
の
人
、
楚
王
の
一
族
、
楚
辞
の
代
表
的
な
作
者
と
し
て
有
名
。
べ
き
ら

汨
羅
＝
く
つ
げ
ん

屈
原
が
身
を
投
げ
て
自
殺
し
た
所
。
じ辭
＝
言
葉
。
せ
い
そ
う

悽
愴
＝
悲
し

み
傷
む
、
寒
さ
が
ひ
ど
く
身
に
沁
み
る
。
え
ん怨
＝
怨
む
、
恨
め
し
く
思
う
。
え
ん
が

婉
雅
＝
美
し
く
淑
や
か
で
雅
や
か
。
ゆ
う憂
＝
憂
う
。
し
ん
ち
ょ
う

心
腸
＝
心
臓
や
腸
。
す
ん
だ
ん

寸
斷
＝
一
寸
刻
み
。
り
ゅ
う
て
い

流
涕
＝
涙

を
流
す
。
い
こ
う

頤
交
＝
顎
を
振
る
わ
せ
て
、
顎
を
し
ゃ
く
り
上
げ
る
。
じ
ゅ
ん
き
ょ
う

順
境

＝
順
調
な
幸
せ
な
境
涯
。
ぎ
ゃ
く
き
ょ
う

逆
境

＝
逆
に
不
幸
な
境
涯
。
い噫
＝
嘆
息
の
声
、
驚
嘆
の
声
。
き

＝
感
嘆
詞
、

恨
み
悲
し
む
声
。
げ
ん原
＝
く
つ
げ
ん

屈
原
。
き
ょ
う
か
い

胸
懷
＝
胸
中
、
胸
の
中
の
思
い
。
う吁
＝
憂
い
の
と
き
の
声
。
さ嗟
＝
感
嘆
ま
た
は
嘆
き
悲
し
む
声
。
は
く魄
＝
魂
、
精
神
、
人
の
肉
体
を
主
宰
す
る
陰
の

生
気
で
、
死
後
地
上
に
留
ま
る
。
ひ
ょ
う
飄
＝
風
に
吹
か
れ
、
ひ
ら
ひ
ら
と
漂
う
。
れ
き
せ
い

歴
世
＝
歴
代
の
世
。
し
ゅ
ん
そ
う

峻
層
＝
嶮
し
い
山
の
層
、
厳
し
い
。
ほ
う飽
＝
飽
き
る
。
ろ
う屡
＝
屡
々
。
に
ん
じ
ょ
う

人
情
＝
人

の
情
け
。
は
ん
ぷ
く

反
覆
＝
繰
り
返
す
。
か
ん
な
ん

患
難
＝
患
う
難
儀
。
く
し
ん

苦
辛
＝
苦
さ
と
辛
さ
、
大
変
な
苦
労
。
た
い軆
＝
身
体
。
つ
う
よ
う

痛
痒
＝
痛
さ
と
痒
さ
。
は
ん反
し
＝
反
対
に
。
ぎ
ゃ
く
ろ
う

謔
浪
＝
戯
れ
る
、
巫
山
戯
る
。

し
ょ
う
ご
う

笑
傲
＝
あ
ざ
笑
っ
て
威
張
る
。
か
ん
り

患
罹
＝
病
気
に
罹
る
、
患
う
。
し
ん
く

辛
苦
＝
辛
さ
と
苦
さ
、
大
変
な
苦
労
。
な
め嘗
る
＝
味
あ
う
、
嘗
て
。
た
わ
む
戯
れ
＝
お
も
し
ろ
く
遊
ぶ
。
せ
ん
ざ
い

千
載
＝
千
年
。
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２
　

讀
隔

論

詩
曰
。
夷
狄
是
膺
。
荊
舒
是
懲
。
蠻
夷
猾
夏
。
自
古
而
然
。
々
其
毒
天
下
。
未
有
如
洋
夷
之
甚
焉
。
夫
洋
夷
之
蠶
食
四
方
也
。
貪
饕
無

厭
。
恃
巨
艦
以
猖
獗
。
恃
大

而
陸
梁
。
耶
教
以
誘
之
。
財
利
以
懷
之
。
倏
而
來
。
忽
而
去
。
于
西
于
東
于
南
于
北
。
無
有
定
處
。
其

為
害
。
豈
可
勝
數
乎
。
是
隔

論
之
所
以
作
也
。
滿
清
有
洋
夷
之
禍
。
自
澳
門
居
夷
始
。
故
首
論
之
。
蓋
鹽
氏
之
微
意
。
於
是
乎
可
見

矣
。
大
抵
庸
人
之
情
。
苟
且
倫
安
。
日
又
一
日
。
及
事
成
禍
起
。
救
之
既
晩
矣
。
然
則
此
僅
々
一
小
冊
。
關
係
天
下
大
事
者
。
不
鮮
少

也
。
但
恐
讀
者
以
為
一
場
之
談
也
。
則
為
碧
眼
紅
毛
所
辮
其
髪
左
其
袵
矣
。

二
十
八
歳
作

釈
文

か
つ
か
ろ
ん

隔

論
を
よ讀
む
　
　
（
か
つ
か
ろ
ん

隔
靴
論
を
よ讀
む
）

詩
に
曰
う
。
じ
ゅ
う
て
き

戎
狄
是
れ
よ
う膺
（
征
伐
）
け
い
じ
ょ

荊
舒
（
荊
は
楚
の
國
、
舒
は
今
の
安
徽
省
の
辺
り
に
在
っ
た
國
で
ど
ち
ら
も
周
王
朝
初
期
に
は
南
方
の
異
民
族
の
國
と
さ
れ
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た
）

是
れ
ち
ょ
う
懲
す
。
ば
ん
い

蠻
夷
夏
に
か猾
つ
（
野
蛮
で
悪
賢
い
）
。
い
に
し
え
古

よ
り
然
り
然
る
に
其
の
天
下
に
毒
な
る
。
未
だ
よ
う
い

洋
夷
の
甚
だ
し

き
た
る
如
く
に
有
ら
ず
と
も
夫
れ
よ
う
い

洋
夷
の
四
方
に
さ
ん蠶
し
て
食
す
。
ど
ん
と
う

貪
饕
（
凶
悪
者
の
例
え
）
を
あ
っ厭
す
る
無
し
。
き
ょ
か
ん

巨
艦
を
た
の恃
み
以

て
し
ょ
う
け
つ

猖
獗
は
た
い
ほ
う

大

を
た
の恃
み
て
ゆ
く
り
ょ
う

陸
梁
（
暴
れ
走
り
回
る
）
じ
ゃ
き
ょ
う

耶
教
を
以
て
之
に
誘
う
。
財
利
は
以
て
之
を
ふ
と
こ
ろ
懷

に
す
る
。
た
ち
ま
ち
倏

に

し
て
來
た
り
て
忽
ち
と
し
て
去
る
。
西
よ
り
南
よ
り
北
よ
り
東
に
、
定
處
有
り
や
無
し
や
。
其
れ
害
を
為
す
。
あ
に豈
數
に

勝
る
可
し
。
是
れ
か
つ
か
ろ
ん

隔
靴
論
こ
れ
を
以
て
な作
す
所
ま
ん
し
ん

滿
清
よ
う
い

洋
夷
の
わ
ざ
わ
い
禍

有
り
。
ま
か
お

澳
門
（
広
東
省
に
在
る
港
都
市
で
ポ
ル
ト
ガ
ル
領
に
な
っ
て
い
た
）

夷
が
始
め
て
居
し
て
よ
り
。
こ
と
さ
ら
故

に
こ
の
論
が
は
じ首
ま
る
。
え
ん鹽
氏
の
び
い
微
意
（
聊
か
の
心
使
い
）

是
れ
於
て
あ
あ
見
る
可
し
。
た
い
て
い

大
抵

の
よ
う
じ
ん

庸
人
（
普
通
の
人
）

の
情
は
い
や
し
苟
く
も
且
つ
り
ん
あ
ん

倫
安
（
一
時
の
が
れ
）

日
又
一
日
事
成
り
て
禍
を
起
す
に
及
ぶ
。
之
を
救
う
に
は
既

に
お
そ晩
き
か
な
。
然
れ
ど
も
此
の
き
ん
き
ん

僅
々
（
僅
か
ば
か
り
）
い
ち
し
ょ
う
さ
つ

一
小
冊
係
わ
り
て
、
天
下
の
大
事
に
關
す
こ
と
鮮
少
（
少
な
く
な
い
）

せ

ず
。
但
だ
恐
れ
る
は
讀
者
を
以
て
い
ち
じ
ょ
う

一
場
の
か
た談
り
と
し
て
。
其
の
お
く
み
袵
を
左
に
其
の
髪
を
わ
け辮
て
へ
き
が
ん

碧
眼
こ
う
も
う

紅
毛
を
為
す
を
。（
洋

服
を
着
て
長
髪
を
分
け
て
西
洋
か
ぶ
れ
を
怖
れ
る
の
意
）

二
十
八
歳
の
作
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語
釈
　
　
詩
＝
詩
経
。
か
く
か
ろ
ん

隔

論
＝
靴
を
隔
て
る
論
。
　
い
て
き

夷
狄
＝
胡
、
夷
、
戎
、
外
国
人
を
蔑
視
し
た
言
葉
。
よ
う膺
＝
征
伐
す
る
。
け
い
じ
ょ

荊
舒
＝
周
王
朝
の
頃
の
二
国
、
南
方
の
異
民
族

の
國
と
さ
れ
て
い
た
。
ち
ょ
う
懲
＝
懲
り
る
、
懲
ら
す
。
ば
ん
い

蠻
夷
＝
野
蛮
な
夷
狄
、
外
国
人
を
蔑
視
し
た
言
葉
。
か
つ猾
＝
口
の
短
い
犬
、
脅
す
、
懼
れ
る
。
よ
う
い

洋
夷
＝
西
洋
の
夷
狄
、
西
洋
人
。

さ
ん蠶
＝
蚕
の
よ
う
に
喰
い
散
ら
す
。
ど
ん
と
う

貪
饕
＝
貪
る
、
貪
り
、
欲
張
り
で
遂
に
求
め
る
。
え
ん厭
＝
厭
、
飽
き
る
。
き
ょ
か
ん

巨
艦
＝
巨
大
な
軍
艦
。
し恃
＝
た
の恃
む
、
恃
み
に
し
て
。
し
ょ
う
け
つ

猖
獗
＝
勢
い
が
盛

ん
で
荒
れ
狂
う
。
た
い
ほ
う

大

＝
大
砲
。
り
く
り
ょ
う

陸
梁
＝
暴
れ
て
走
り
廻
る
こ
と
。
じ
ゃ
き
ょ
う

耶
教
＝
邪
な
教
え
、
邪
な
宗
教
。
か
い懷
す
＝
懐
柔
。
し
ゅ
く
倏
＝
犬
が
早
く
走
る
さ
ま
、
忽
ち
、
速
や
か
。
あ
に豈
＝
ど

う
し
て
、
な
ん
と
。
ま
ん
し
ん

滿
清
＝
満
州
族
の
清
國
、
清
國
に
充
ち
る
。
か禍
＝
禍
い
。
い
き
ょ

夷
居
＝
夷
狄
が
居
住
。
け
だ
し
蓋
＝
思
う
に
。
え
ん鹽
氏
＝
　
び
い
微
意
＝
僅
か
な
意
志
。
た
い
て
い

大
抵
＝
大
方
。
よ
う
じ
ん

庸
人
＝

普
通
の
人
、
凡
人
。
い
く
も
ん

澳
門
＝
ア
モ
イ
、
広
東
省
の
都
市
に
あ
る
港
の
名
、
一
八
八
七
年
以
来
ポ
ル
ト
ガ
ル
領
と
な
っ
た
。
こ
う苟
＝
苟
も
。
り
ん
あ
ん

倫
安
＝
秩
序
の
安
定
。
ば
ん晩
＝
遅
い
。
き
ん
き
ん

僅
々
＝

非
常
に
僅
か
な
。
い
ち
し
ょ
う
さ
つ

一
小
冊
＝
一
つ
の
小
さ
な
冊
子
。
い
ち
じ
ょ
う

一
場
＝
そ
の
場
限
り
。
へ
き
が
ん

碧
眼
＝
青
い
目
。
こ
う
も
う

紅
毛
＝
赤
い
毛
。
じ
ん袵
＝
襟
、
お
く
み
。
さ
し
ょ

左
所
＝
左
側
。
べ
ん辮
＝
べ
ん
ぱ
つ

辮
髪
、
清
代
の
男
子

の
髪
型
。
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３
　

上
青
門
先
生
書

某
月
某
日
。
南
部
裕
。
再
拜
呈
書
青
門
先
生
下

事
。
先
生
今
當
要
路
。
明
良
相
遇
。
何
欲
不
成
致
。
君
堯
舜
之
上
。
何
為
難
乎
。
小

生
幸
生
干
明
良
相
遇
之
時
。
欲
學
道
行
義
。
而
不
背
名
君
崇
天
朝
攘
夷
狄
之
精
忠
。
立
學
弘
道
之
道
深
意
。
是
以
不
憚
尊
厳
。
敢
吐
露

情
實
。
以
祈
先
生
之
諒
察
。
唯
恐
先
生
嫌
無
鄂
々
之
風
。
而
有
唯
々
之
態
耳
。
頃
者
。
官
命
繰
連
陳
法
。
混
洋
夷
法
而
用
之
。
小
生
以

為
。
雖
卑
賤
如
裕
者
。
亦
神
州
之
民
也
。
豈
神
州
之
民
而
為
犬
羊
之
奴
隷
可
乎
。
夫
吾
君
之
所
崇
天
朝
也
。
天
朝
之
所
悪
。
所
愾
。
所

讐
。
所
攘
者
。
洋
夷
也
。
法
其
所
悪
。
所
愾
。
所
攘
之
法
。
名
其
所
悪
。
所
愾
。
所
讐
。
所
攘
者
之
名
。
公
然
而
學
洋
夷
。
於
義
可
乎
。

夫
賤
天
朝
之
所
賤
者
。
悪
天
朝
之
所
悪
者
。
是
崇
天
朝
而
敬
吾
君
也
。
今
也
。
重
天
朝
所
賤
之
洋
夷
以
為
師
。
學
天
朝
所
悪
之
洋
夷
以

為
法
。
棄
我
之
服
。
服
彼
之
服
。
變
神
州
之
風
。
化
蠻
夷
之
俗
。
無
乃
辱
神
州
之
國
體
乎
。
是
以
。
苟
學
聖
人
之
道
。
誦
法
孔
孟
者
。

當
明
聖
人
之
道
。
以
正
華
夷
之
分
。
而
不
甘
為
犬
洋
乃
奴
隷
也
。
然
則
是
崇
天
朝
。
而
敬
吾
君
。
重
中
華
。
而
抑
夷
狄
也
。
夫
若
是
乎
。

幾
乎
其
為
聖
人
之
徒
矣
。
此
平
生
持
此
説
。
所
以
不
立
夷
之
下
風
也
。
及
有
今
之
命
。
以
為
。
法
夷
此
之
法
。
名
夷
之
名
。
以
為
犬
洋

之
奴
隷
乎
。
則
非
道
也
。
非
義
也
。
不
崇
天
朝
也
。
将
不
法
夷
之
法
。
不
名
夷
之
名
。
不
為
犬
洋
之
奴
隷
乎
。
則
廃
君
命
也
。
裕
之
進
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退
惟
谷
。
因
顧
。
君
命
固
重
。
道
義
不
軽
。
君
命
既
重
。
天
朝
又
重
。
不
如
以
平
生
所
持
之
説
白
官
也
。
若
以
心
之
所
不
安
者
。
阿
諛

順
旨
。
是
庸
主
之
所
不
喜
也
。
然
則
不
獨
以
讒
諂
面
諛
之
人
自
處
。
待
名
君
以
庸
妄
之
主
也
。
不
敬
莫
甚
焉
。
且
名
君
良
臣
。
不
欲
国

中
有
阿
諛
無
特
繰
之
人
也
。
必
矣
。
於
是
。
十
月
廿
四
日
。
上
書
以
辭
入
繰
練
場
學
洋
法
。
書
達
于
今
田
君
。
君
曰
。
忤
旨
或
不
可
乎
。

龜
尾
文
一
。
以
君
言
告
裕
。
裕
曰
。
吾
書
辭
蕪
而
意
不
達
吾
今
詳
語
吾
意
。
夫
入
鼎
钁
不
可
變
者
。
道
也
。
臨
白
刃
不
可
易
者
。
義
也
。

苟
離
道
棄
義
。
則
陥
夷
狄
禽
獣
。
故
曰
。
道
也
者
。
不
可
須
臾
離
也
。
有
人
于
此
。
君
命
之
曰
。
弑
天
子
。
天
子
不
可
弑
也
。
弑
天
子

非
道
也
。
君
曰
。
殺
而
父
。
父
不
可
弑
也
。
父
非
義
也
。
君
曰
。
舎
而
所
學
聖
人
大
中
至
正
之
道
。
學
楊
墨
老
佛
天
主
之
道
。
不
可
學

也
。
學
異
端
邪
説
非
道
也
。
由
是
観
之
。
非
義
非
道
。
則
雖
君
命
。
亦
不
可
従
也
。
然
則
天
地
自
有
一
定
之
道
。
人
物
自
有
一
定
之
義
。

天
子
不
得
不
従
焉
。
庶
人
不
得
不
由
焉
。
斯
道
也
。
則
尭
舜
禹
湯
文
武
周
公
孔
子
之
所
傳
。
而
吾
之
所
學
焉
。
尊
周
室
而
抑
夷
狄
。
春

秋
之
法
也
。
尊
天
朝
而
攘
夷
狄
。
神
州
之
道
也
。
故
今
學
周
孔
者
。
當
尊
天
朝
抑
夷
狄
。
猶
孔
子
之
於
春
秋
。
痛
正
華
夷
之
分
。
毫
不

假
借
也
。
孔
子
之
作
春
秋
也
。
諸
候
用
夷
禮
則
夷
之
。
今
也
不
獨
服
夷
服
。
法
夷
法
。
公
然
名
夷
名
。
曰
西
洋
流
。
設
使
孔
子
筆
于
春

秋
。
其
謂
之
何
。
吾
意
。
固
非
如
火
技
者
流
。
為
洋
和
之
辨
。
争
其
長
短
也
。
欲
正
華
夷
之
分
。
以
行
聖
人
之
大
道
也
。
足
下
以
吾
言

白
今
田
君
。
君
知
吾
欲
行
聖
人
之
大
道
。
豈
不
白
官
之
理
乎
。
方
今
良
臣
在
上
。
如
青
門
先
生
。
則
吾
知
其
為
人
聡
明
公
正
。
虚
懐
接
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人
。
若
吾
言
之
是
也
。
必
喜
曰
。
某
之
欲
行
古
道
也
如
此
乃
白
吾
君
曰
。
某
之
欲
行
古
道
也
如
此
。
成
其
志
以
弘
其
道
。
吾
君
亦
必
喜

曰
。
某
之
欲
行
古
道
也
如
此
。
不
可
使
吾
赤
子
為
腥
羶
奴
隷
也
。
不
得
其
當
。
雖
十
易
之
。
不
為
病
也
。
嚴
然
示
華
夷
之
分
曰
。
禁
學

夷
狄
法
然
。
則
光
明
正
大
之
道
明
乎
上
。
而
禮
義
廉
耻
之
心
興
于
下
矣
。
若
吾
言
之
未
盡
善
也
。
先
生
必
哀
其
所
不
足
曰
。
某
之
欲
行

古
道
也
如
此
。
不
如
白
吾
君
成
其
志
也
。
吾
既
知
名
君
之
志
如
彼
。
先
生
之
為
人
如
此
。
足
下
以
吾
言
白
今
田
君
。
豈
有
不
白
官
之
理

乎
。
小
生
既
告
文
一
如
此
。
又
以
為
。
吾
上
書
掲
大
意
。
未
悉
其
曲
。
不
如
以
吾
意
詳
白
先
生
。
先
生
察
之
。
豈
徒
然
而
止
哉
。
夫
名

洋
夷
名
。
法
洋
夷
法
。
以
華
變
夷
。
亂
風
俗
。
害
名
教
。
汚
神
明
之
邦
域
。
大
略
如
向
所
陳
。
小
生
願
終
其
説
。
伏
惟
。
我
神
州
開
闢

以
来
。
未
嘗
受
外
夷
之
侮
。
而
今
及
聖
天
子
之
躬
。
姦
邪
誤
國
。
殆
付
社
稷
於
犬
羊
。
使
神
州
坐
陸
沈
宸
衷
之
所
憂
。
其
苦
痛
何
如
也

哉
。
苟
為
神
州
之
民
者
。
軆
宸
意
。
敵
王
愾
。
痛
哭
流
涕
長
大
息
。
視
洋
夷
猶
讐
敵
也
。
而
今
之
學
洋
夷
者
。
公
然
名
夷
名
。
甘
為
犬

羊
之
奴
隷
。
恬
不
知
恥
。
其
亦
何
心
哉
。
且
也
今
之
學
洋
夷
者
。
以
取
長
舎
短
為
言
。
其
言
似
公
。
實
以
成
私
。
問
其
意
則
曰
。
彼
器

械
精
巧
也
。
我
不
可
敵
也
。
夷
不
可
攘
也
。
不
見
毫
有
敵
愾
之
意
也
。
甚
則
遊
説
以
称
彼
美
。
使
我
士
民
生
畏
怖
之
心
。
故
小
生
嘗
曰
。

使
吾
在
位
。
必
自
蕭
牆
。
何
必
碧
眼
紅
毛
而
後
為
夷
。
夫
學
鄭
聲
者
。
其
人
必
婬
。
好
雅
楽
者
。
其
人
正
。
未
聞
操
三
弦
其
人
不
蕩
者

也
。
未
聞
學
夷
法
其
人
不
慕
夷
者
也
。
是
故
。
欲
禁
佛
者
。
先
人
其
人
。
火
其
書
廬
其
居
。
而
掲
明
道
正
教
以
道
之
。
如
此
則
可
謂
善
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於
禁
佛
者
矣
。
苟
不
能
如
此
。
躬
親

其
首
。
被
袈
裟
。
誦
經
。
持
念
珠
。
戒
人
曰
。
雉
髪
省
油
梳
。
故
吾
取
之
。
書
則
多
奇
言
。
故

吾
誦
之
。
袈
裟
頗
不
俗
。
故
吾
衣
之
。
念
珠
便
下
籌
。
故
吾
用
之
。
如
其
道
則
異
端
也
。
不
可
用
也
。
孰
不
笑
其
為
亡
人
耶
。
故
今
之

欲
攘
夷
者
。
必
先
治
根
本
。
根
本
者
何
耶
。
人
心
是
也
。
人
心
既
夷
。
雖
攘
猶
不
攘
。
故
不
治
根
本
而
攘
夷
。
猶
追
僧
而
不
火
經
。
夷

之
再
来
。
幾
何
其
不
胥
而
為
夷
也
。
是
故
。
今
之
治
國
家
者
。
所
宜
先
注
心
焉
。
危
満
清
洋
夷
之
禍
。
非
起
於
起
之
日
。
其
禍
己
萌
於

康
熈
雍
正
之
際
。
康
熈
雍
正
之
際
。
唯
知
禁
天
主
教
。
不
知
其
他
出
於
西
洋
者
。
一
切
禁
絶
之
。
故
洋
夷
之
邪
説
。
暗
壊
人
心
。
人
心

蠧
蝕
。
既
化
為
夷
。
其
慕
夷
也
久
是
以
。
及
禍
亂
之
起
。
一
敗
不
支
。
朝
庭
雖
有
一
二
英
傑
如
林
則
徐
者
。
不
能
如
之
何
耳
。
満
清
覆

轍
。
國
家
之
所
宜
監
焉
。
然
則
今
之
治
國
家
者
。
如
之
何
而
化
也
。
曰
。
其
出
西
洋
者
。
痛
刈
夷
之
。
絶
其
本
根
。
除
其
枝
葉
。
正
華

夷
之
分
。
以
明
聖
人
之
道
。
下
令
曰
。
西
洋
者
夷
狄
也
。
覬
覦
之
大
賊
也
。
神
州
之
大
讐
也
。
服
夷
服
。
法
夷
法
。
名
夷
名
。
甘
為
羶

之
奴
隷
者
。
不
敵
王
愾
也
。
蔑
天
朝
也
。
神
州
之
民
也
。
自
今
後
。
一
切
禁
用
夷
法
。
苟
下
令
如
此
。
則
華
夷
之
辧
。
嚴
然
而
立
。
人

皆
知
夷
之
可
賤
可
悪
。
而
廉
恥
之
心
自
生
矣
。
既
知
廉
恥
。
則
人
皆
相
語
曰
。
吾
神
州
是
之
民
也
。
自
有
先
王
法
服
在
。
棄
法
服
。
服

夷
服
。
是
叛
天
朝
化
夷
狄
也
。
神
州
自
有
神
州
陳
法
在
。
棄
神
州
陳
法
。
用
洋
夷
陣
法
。
是
以
華
變
夷
也
。
且
也
以
夷
狄
之
名
為
名
。

公
然
語
号
曰
西
洋
流
。
甘
為
犬
羊
之
奴
隷
。
則
汚
神
明
之
邦
域
也
。
辱
神
孫
之
身
體
也
。
。
神
州
之
身
。
而
甘
為
犬
羊
之
奴
隷
。
神
祖
在
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天
之
霊
。
其
大
州
来
攻
。
不
足
憂
也
。
苟
不
能
如
此
。
用
洋
法
。
下
令
曰
。
彼
服
便
操
作
。
故
吾
用
之
。
彼
履
利
雨
雪
。
故
吾
用
之
。

彼
陳
法
有
寸
長
。
故
吾
用
之
。
為
上
者
既
棄
我
服
。
服
彼
服
。
屈
膝
犬
羊
。
學
彼
法
。
低
頭
夷
狄
。
講
彼
藝
。
靦
然
不
愧
。
則
為
下
者
。

相
告
曰
。
西
洋
者
夷
狄
也
。
而
吾
君
師
之
。
西
洋
者
犬
羊
也
。
而
吾
大
夫
法
之
。
西
洋
者
天
朝
之
大
讐
也
。
而
君
與
大
夫
。
皆
師
之
。

法
之
。
名
讐
名
。
名
夷
名
。
甘
為
犬
羊
之
奴
隷
。
君
之
與
大
夫
之
貴
。
旦
不
知
恥
。
則
吾
儕
小
人
。
何
所
恥
。
如
有
洋
夷
来
攻
。
全
命

而
走
耳
。
既
己
蔑
天
朝
。
而
為
彼
奴
隷
。
是
無
義
無
恥
也
。
既
己
無
義
無
恥
。
奉
彼
正
朔
固
可
。
為
彼
屬
國
亦
可
。
服
彼
服
可
。
躡
彼

履
可
。
學
天
主
教
亦
可
。
弑
君
弑
父
。
利
于
我
。
便
于
我
。
何
所
不
為
苟
治
國
家
者
。
棄
禮
義
而
貴
便
利
。
則
其
弊
蔽
。
蓋
至
乎
此
矣
。

是
以
。
孟
子
之
戒
惠
王
。
所
以
有
上
下
交
征
利
而
國
危
之
説
也
。
是
故
。
聖
人
之
治
國
家
也
。
必
先
正
名
明
義
。
而
勵
之
以
廉
恥
。
是

以
能
使
貧
夫
廉
。
懦
夫
立
也
。
昔
孔
子
忍
渇
於
盗
泉
之
水
。
曾
参
還
車
於
勝
母
之
閭
。
皆
悪
其
名
也
。
古
之
聖
賢
。
名
之
不
美
。
猶
且

悪
之
。
而
今
以
神
州
之
人
。
甘
為
腥
羶
之
奴
隷
。
吁
亦
可
怪
。
且
也
今
之
洋
夷
。
以
奪
人
國
家
為
事
。
蠶
食
四
方
不
知

。
豈
小
盗
哉
。

然
則
禁
洋
夷
法
。
用
神
州
陳
法
。
則
不
立
大
盗
大
讐
之
下
風
。
而
名
與
義
皆
得
宜
。
誰
得
而
間
然
哉
。
夫
國
家
之
立
陣
法
。
宜
正
大
。

而
不
宜
砕
細
。
豈
如
洋
夷
砕
細
。
而
後
為
得
矣
哉
。
豈
手
足
之
所
動
。
與
鼓
聲
合
。
如
娼
妓
舞
。
如
俳
優
戯
。
飄
々
蕩
々
而
後
為
得
矣

哉
。
且
也
兵
機
之
妙
。
不
可
先
傳
。
不
在
八
陣
也
。
不
在
六
花
也
。
如
韓
信
者
。
驅
市
井
小
人
。
亦
善
戦
。
假
使
今
之
學
洋
陣
者
。
精
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錬
千
日
。
豈
能
信
驅
市
井
小
人
者
敵
哉
。
設
使
孔
明
用
六
花
陣
司
馬
懿
用
八
陳
。
孔
明
之
勝
也
必
矣
。
設
使
孔
明
用
八
陣
。
司
馬
懿
用

六
花
陣
。
孔
明
之
勝
也
必
矣
。
然
則
如
孔
明
者
。
八
陣
亦
勝
。
六
花
亦
勝
。
如
司
馬
懿
者
。
八
陣
亦
不
能
勝
。
六
花
亦
不
能
勝
。
是
知

兵
之
勝
敗
。
不
在
陣
法
之
上
矣
。
談
兵
拘
々
乎
陣
法
器
械
之
末
者
。
末
可
與
談
兵
也
。
然
則
今
之
立
陣
法
者
。
欲
正
而
大
。
名
義
皆
正
。

而
不
使
人
立
洋
夷
之
下
風
也
。
若
如
是
乎
。
則
滅
洋
學
之
勢
焔
於
将
熾
。
迴
神
州
之
美
風
於
既
頽
也
。
若
煽
洋
夷
之
毒
焔
。
以
害
神
州

之
正
氣
。
不
獨
神
州
之
罪
人
。
抑
亦
孔
門
之
罪
人
矣
。
小
生
之
持
此
説
也
久
矣
。
先
生
如
以
此
説
為
然
。
則
白
吾
君
。
一
洗
腥
羶
之
風

習
。
振
興
神
州
之
正
氣
。
正
華
夷
之
分
。
人
崇
天
朝
如
鬼
神
。
賎
洋
夷
如
讐
敵
。
然
則
聖
人
之
正
道
自
行
。
而
洋
夷
之
邪
説
無
由
入
焉
。

鳴
乎
。
如
此
乎
。
吾
君
之
豊
功
盛
烈
。
千
歳
垂
青
史
。
無
愧
古
之
聖
王
明
辟
矣
。
此
則
先
生
之
所
宜
勉
。
而
小
生
之
所
以
有
深
望
於
先

生
也
。
若
多
掣
肘
者
。
先
生
亦
不
能
如
之
何
乎
則
使
小
生
遂
其
志
。
善
其
身
是
祈
。
雖
然
。
如
獨
善
其
身
。
則
固
非
小
生
之
所
欲
焉
。

唯

先
生
勉

。
袷
恐
懼
再
拝
。

元
治
元
年
甲
子
所
作
時
年
三
十
四
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釈
文

青
門
先
生
の
書
に
た
て
ま
つ
上

る

某
月
某
日
。
南
部
裕
書
す
。
青
門
先
生
下
す
げ
い

事
を
再
び
拜
し
て
呈
す
。
先
生
は
現
在
か
な
め
要
の
路
に
當
り
て
。
め
い
り
ょ
う

明
良
あ
い
あ

相
遇

う
は
。
何
ん
ぞ
致
す
を
を
成
さ
ざ
ら
ん
と
欲
す
。
君
は
ぎ
ょ
う
し
ゅ
ん

堯
舜

之
れ
た
て
ま
つ
上

り
て
。
何
ん
ぞ
が
た難
を
為
さ
ん
。

小
生
幸
い
こ
こ
に
め
い
り
ょ
う

明
良
あ
い
あ

相
遇
う
の
時
に
生
き
。
義
を
行
い
道
を
學
ば
ん
と
欲
す
。
名
君
に
背
か
ず
天
朝
を
崇
め
て
夷

狄
を
攘
い
精
忠
の
學
び
を
立
て
て
道
を
弘
め
深
意
是
れ
以
て
尊
厳
に
憚
ら
ず
。
敢
て
じ
ょ
う
じ
つ

情
實
を
吐
露
し
以
て
先
生
の

り
ょ
う
さ
つ

諒
察
を
祈
す
。
唯
だ
恐
れ
る
は
先
生
は
が
く
が
く

鄂
々
の
風
唯
々
の
て
い態
に
有
し
て
。
け
い
し
ゃ

頃
者
。
官
命
練
り
て
法
を
陳
べ
て
繰
つ
り
。

洋
夷
の
法
に
ま
ぜ混
て
こ
れ
を
用
う
。
小
生
以
て
為
さ
ん
。
ひ
せ
ん

卑
賤
裕
如
き
と
雖
も
。
亦
た
神
州
の
民
な
り
。
あ
に豈
神
州
の
民
犬

羊
の
ど
れ
い

奴
隷
の
為
に
ゆ
る可
す
や
。

吾
が
君
の
と
う
と
崇
ぶ
所
は
天
朝
な
り
。
天
朝
に
悪
し
き
所
い
か愾
り
。
あ
だ讐
と
な
る
と
こ
ろ
は
ら攘
う
も
の
は
よ
う
い

洋
夷
な
り
。
法
の
悪
し

き
所
い
か愾
り
。
あ
だ讐
と
な
る
と
こ
ろ
は
ら攘
う
は
法
な
り
。
名
の
そ
の
悪
し
き
所
い
か愾
り
。
あ
だ讐
と
な
る
と
こ
ろ
は
ら攘
う
は
名
な
り
、
公

然
と
洋
夷
を
學
び
、
義
に
於
て
ゆ
る可
す
や
夫
れ
天
朝
に
い
や
し
賤
し
き
所
は
い
や賤
し
き
。
天
朝
に
悪
し
き
は
悪
し
き
。
是
れ
天
朝
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を
あ
が崇
め
て
吾
が
君
を
敬
う
な
り
。
今
ま
た
。
天
朝
に
い
や
し
賤
し
き
所
の
洋
夷
を
重
ん
じ
以
っ
て
お
さ
め
師
め
る
を
為
す
。

天
朝
に
悪
し
き
所
の
洋
夷
を
學
び
て
以
っ
て
法
と
為
す
。
我
の
服
を
す棄
て
て
彼
の
服
を
き服
て
、
神
州
の
風
を
變
え
て
、

ば
ん
い

蠻
夷
の
な
ら俗
わ
し
に
化
す
、
み
な無
し
て
す
な
わ
乃
ち
神
州
の
國
體
を
は
ず
か
し
辱

め
る
い
や
し
く
苟

も
聖
人
の
道
を
學
び
。
誦
え
て
法
は
こ
う
も
う

孔
孟
の

當
に
聖
人
の
道
を
明
す
、
以
っ
て
華
と
夷
を
分
け
て
正
し
、
犬
洋
の
奴
隷
の
為
に
甘
ん
ぜ
ず
は
。
然
し
て
則
ち
天
朝
を

あ
が崇
め
。
吾
が
君
を
敬
ま
い
中
華
に
重
ね
て
。
夷
狄
を
そ
も
そ
も
。
是
れ
ご
と若
き
聖
人
の
と
も
が
ら
徒

の
為
に
そ
れ
こ
い
ね
が
幾

う
。
此
れ

平
生
此
の
説
を
持
し
て
る
と
こ
ろ
。
以
て
洋
夷
の
下
風
に
立
た
ず
所
な
り
。
今
の
い
の
ち
命
有
り
て
及
び
以
て
為
す
法
の
法

名
は
夷
の
名
以
て
犬
洋
の
奴
隷
則
ち
道
に
非
ず
な
り
。
義
に
非
ず
な
り
。
天
朝
を
崇
め
ず
な
り
。
将
に
夷
の
法
を
法
と

せ
ず
。
夷
の
名
を
名
と
せ
ず
。
犬
洋
の
奴
隷
に
為
さ
ず
。
則
ち
君
命
を
す
た廃
れ
る
な
り
。
裕
の
こ
れ
進
退
し
て
お
も惟
う
に
き
わ谷

ま
る
。
因
て
顧
み
る
。
君
命
は
固
く
重
く
。
道
義
軽
か
ら
ず
・
君
命
既
に
重
し
。
天
朝
は
又
た
重
し
。
以
て
平
生
の
持

す
所
の
説
に
し如
か
ず
は
こ
こ
に
官
な
り
。
若
し
以
て
心
の
安
ん
せ
ず
と
こ
ろ
は
あ
ゆ
阿
諛
順
う
旨
は
。
是
れ
よ
う
し
ゅ

庸
主
の
喜
ば
ず

所
な
り
。
然
ず
る
に
則
ち
諂
面
へ
つ
ら
諛
う
を
そ
し讒
る
は
人
の
自
か
の
處
名
君
を
待
し
以
て
よ
う
も
う

庸
妄
の
主
な
り
。
敬
ま
わ
ず
甚
だ

し
き
な
か莫
れ
。
且
つ
名
君
良
臣
国
中
あ
ゆ
阿
諛
あ
る
を
欲
せ
ず
と
く
そ
う

特
繰
の
人
み
な無
し
必
ず
や
是
れ
よ
り
十
月
廿
四
日
上
書
を
以
て
以
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て
辭
と
し
洋
法
を
學
ぶ
繰
練
場
に
入
る
。

書
を
こ
こ
に
達
し
て
今
田
君
君
曰
く
。
旨
に
さ
か
ら
忤
い
或
は
可
か
ら
ず
や
。
き
び
龜
尾
文
一
以
て
君
は
言
い
裕
に
告
げ
て
言
う
。

裕
曰
く
。
吾
が
し
ょ
じ

書
辭
ぶ蕪
し
て
を
達
せ
ず
。
吾
れ
今
詳
し
く
吾
が
こ
こ
ろ
意
を
語
る
。
夫
れ
て
い
か
く

鼎
钁
に
入
れ
て
變
る
は
可
か
ら
ず

道
は
は
く
じ
ん

白
刃
に
臨
み
易
き
は
可
か
ら
ず
は
義
な
り
。
苟
も
道
を
離
れ
義
を
棄
て
て
則
ち
夷
狄
に
陥
つ
は
禽
獣
な
り
。

こ
と
さ
ら
に

故

に
こ
道
な
り
は
す
ゆ
須
臾
も
離
る
可
ら
ず
。
人
有
り
て
此
れ
を
君
の
命
に
曰
く
。
天
子
し
い弑
し
て
道
に
非
ざ
る
な
り
。

曰
く
父
を
こ
ろ殺
し
て
父
を
し
い弑
す
は
可
か
ら
ず
な
り
。
父
を
し
い弑
す
は
義
に
非
ず
な
り
。
君
に
曰
く
や
ど舎
は
聖
人
大
中
至
正
の
道

を
學
ぶ
所
に
し
て
。
よ
う
ぼ
く

楊
墨
老
佛
天
主
の
道
を
學
ぶ
。
學
ぶ
は
可
か
ら
ず
な
り
。
い
た
ん

異
端
の
じ
ゃ
せ
つ

邪
説
道
に
非
ら
ず
を
學
ぶ
な
り
。

是
れ
ゆ
え由
に
之
れ
観
に
て
義
に
非
ず
道
に
非
ず
。
則
ち
君
命
と
雖
も
亦
た
従
う
は
可
か
ら
ず
。
然
り
則
ち
天
地
自
か
ら
一

定
の
道
に
有
り
。
人
物
は
自
か
ら
一
定
の
義
有
り
。
天
子
こ
こ
に
従
は
ず
を
得
ず
。
庶
人
こ
こ
に
よ
し由
と
せ
ず
を
得
ず
と

も
。
斯
の
道
な
り
。
則
ち
ぎ
ょ
う
し
ゅ
ん

尭
舜

、
う
と
う

禹
湯
、
ぶ
ん
ぶ

文
武
、
し
ゅ
う
周
公
は
こ
う
し

孔
子
の
傳
う
所
。
吾
れ
に
し
て
こ
の
こ
こ
に
學
ぶ
所
し
ゅ
う
し
つ

周
室

を
尊
ぶ
は
夷
狄
を
抑
え
て
。
な
お
し
ゅ
ん
じ
ゅ
う

春
秋

の
法
な
り
。
天
朝
を
尊
び
夷
狄
を
攘
う
は
神
州
の
道
な
り
。
故
に
今
の
周
孔

に
學
ぶ
は
。
當
に
天
朝
を
尊
び
夷
狄
を
抑
え
て
猶
お
し
ゅ
ん
じ
ゅ
う

春
秋

よ
り
の
こ
う
し

孔
子
の
痛
く
華
夷
を
分
け
て
正
し
。
毫
し
て
借
り
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は
假
に
も
ぜ
ず
は
こ
う
し

孔
子
の
し
ゅ
ん
じ
ゅ
う

春
秋

に
作
り
な
り
。

諸
候
則
ち
夷
の
夷
禮
を
用
い
て
。
今
獨
り
な
ら
ず
夷
服
を
き服
て
法
は
夷
法
を
公
然
と
夷
名
を
名
し
。
曰
く
西
洋
流
は
と

春
秋
に
こ
う
し

孔
子
の
筆
を
し
て
設
け
、
そ
れ
お
も
う
謂
う
に
こ
れ
何
ん
ぞ
。
吾
が
こ
こ
ろ
意
に
固
く
な
に
火
も
技
も
流
す
の
如
き
に
非
ず
。

洋
和
の
わ
き
ま
辨
え
を
為
し
。
其
の
長
短
を
争
う
な
り
。
華
夷
を
分
け
て
正
さ
ん
と
欲
す
。
以
て
聖
人
の
大
道
を
行
な
う
な

り
。
足
下
以
て
吾
は
言
う
を
今
田
君
に
も
う白
す
。
君
は
吾
が
行
わ
ん
と
欲
す
を
知
ら
ん
聖
人
の
大
道
豈
も
う白
す
官
の
理
有
ら

ん
。
方
に
今
良
臣
た
て
ま
つ
上

る
在
り
。
青
門
先
生
の
如
く
。
則
ち
吾
れ
其
の
人
の
そ
う
め
い

聡
明
こ
う
せ
い

公
正
を
為
す
を
知
る
き
ょ
か
い

虚
懐
人
に
接
し
。

若
し
吾
が
言
の
是
な
る
は
必
ず
喜
び
て
の
た
ま
わ
曰

く
。
そ
れ
が
し
某

は
古
道
を
行
な
わ
ん
と
欲
す
る
は
、
此
の
如
し
す
な
わ
乃
ち
吾
が
君

に
も
う白
し
て
曰
く
。
そ
れ
が
し
某

の
古
道
の
行
な
わ
ん
と
欲
す
な
り
此
の
如
き
。
其
の
志
を
以
て
其
の
道
に
弘
き
を
成
す
。
吾
が

君
亦
た
必
ず
喜
び
を
の
た
ま
わ
曰

く
そ
れ
が
し
某

は
古
道
を
行
わ
ん
と
欲
す
な
り
此
の
如
き
。
せ
い
せ
ん

腥
羶
の
ど
れ
い

奴
隷
に
為
す
は
吾
れ
赤
子
を
し使

し
て
も
可
か
ら
ず
。
其
れ
當
に
得
ら
れ
ず
じ
ゅ
う
十
た
び
之
れ
易
き
と
雖
も
や
む病
を
為
さ
ず
。
げ
ん
ぜ
ん

嚴
然
と
華
夷
の
分
る
を
を
示
し

こ
こ
に
。
夷
狄
法
を
學
ぶ
を
禁
じ
て
然
り
則
ち
光
明
正
大
の
道
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
た
て
ま
つ
上

る
。

れ
い
ぎ

禮
義
れ
ん
ち

廉
耻
の
心
興
り
て
こ
こ
に
下
す
。
若
し
吾
れ
の
言
未
だ
盡
さ
ず
善
き
な
り
。
先
生
必
ず
其
の
所
に
哀
し
み
た
ら足
ざ
る



19

を
の
た
ま
わ
曰

く
。
そ
れ
が
し
某

は
そ
の
古
道
を
行
な
わ
ん
と
を
欲
す
は
此
の
如
き
。
吾
が
君
に
も
う白
す
に
し如
か
ず
其
の
志
を
成
す
。
吾

れ
既
に
名
君
の
志
彼
の
如
き
を
知
る
。
先
生
こ
れ
人
の
為
に
此
の
如
く
。
足
下
以
て
吾
れ
は
言
う
今
田
君
に
も
う白
す
。
豈

官
の
理
を
も
う白
せ
ず
有
り
小
生
既
に
文
に
し
て
告
ぐ
一
た
び
此
の
如
く
。
又
た
為
を
以
て
吾
れ
上
書
し
て
大
意
を
掲
げ
未

だ
其
の
曲
り
を
つ
く悉
さ
ず
。
如
か
ず
以
て
吾
が
こ
こ
ろ
意
を
詳
し
く
先
生
に
も
う白
す
。
先
生
之
れ
を
察
し
て
豈
と
ぜ
ん

徒
然
止
ま
る
哉
。

夫
れ
洋
夷
の
名
に
名
す
法
は
洋
夷
の
法
華
を
以
て
夷
に
變
じ
。
風
俗
を
亂
し
害
し
て
名
す
神
明
の
ほ
う
い
き

邦
域
を
汚
す
。
大
略

陳
る
所
に
向
う
が
如
し
小
生
の
願
い
其
の
説
に
終
る
。
伏
て
惟
れ
我
が
神
州
か
い
び
ゃ
く

開
闢
以
来
未
だ
か
っ嘗
て
外
夷
の
あ
な
ど
り
侮

を
受

け
ず
。
今
に
聖
天
子
の
み躬
に
及
ん
で
か
ん
じ
ゃ

姦
邪
國
を
誤
り
。
殆
ど
し
ゃ
し
ょ
く

社
稷
は
犬
羊
に
付
す
。
神
州
坐
し
て
り
く
ち
ん

陸
沈
せ使
し
む
し
ん
ち
ゅ
う

宸
衷

の
う
い憂
る
所
。
其
の
苦
痛
い
わ
ん

何
如
な
り
哉
。
い
や
し
く
苟

も
神
州
の
民
を
為
す
は
し
ん
い

宸
意
を
軆
し
。
王
に
あ
だ敵
す
る
を
い
か愾
り
つ
う
こ
く

痛
哭
り
ゅ
う
て
い

流
涕

長
く
た
い
そ
く

大
息
す
。
當
に
洋
夷
猶
お
讐
敵
な
る
を
視
る
今
、
洋
夷
を
學
び
公
然
と
夷
名
を
名
し
。
甘
ん
じ
て
犬
羊
の
奴
隷
と

為
る
を
や
す恬
ん
じ
て
恥
を
知
ら
ず
。
其
れ
亦
た
何
ん
た
る
心
哉
。
且
つ
ま
た
今
こ
の
洋
夷
を
學
ぶ
は
。
長
い
や
ど
り
舎
を
は
ず取
し

て
短
か
く
以
て
こ
と
ば
言
を
為
す
。
其
の
こ
と
ば
言
は
お
お
や
け
公

を
以
て
實
に
私
す
。
其
の
こ
こ
ろ
意
に
問
う
は
則
ち
こ
こ
に
彼
の
器
械
精
巧

な
り
。
我
が
敵
な
る
は
可
か
ら
ず
。
夷
攘
は
可
ら
ず
な
り
。
ご
う毫
も
て
き
が
い

敵
愾
の
こ
こ
ろ
意
の
有
る
を
見
ず
。
甚
だ
則
ち
ゆ
う
ぜ
い

遊
説
以
て
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彼
は
美
な
る
を
称
す
。
我
が
士
民
畏
怖
の
心
を
生
じ
せ
し
む
、
故
に
小
生
嘗
て
吾
を
し
て
在
位
攘
夷
必
ず
し
ょ
う
し
ょ
う

蕭
牆

よ
り

何
ん
ぞ
必
ず
へ
き
が
ん

碧
眼
こ
う
も
ん

紅
毛
後
に
し
て
夷
を
為
す
。
夫
れ
て
い
せ
い

鄭
聲
を
學
ぶ
は
其
の
人
は
必
ず
い
ん婬
、
が
が
く

雅
楽
を
好
む
は
其
の
人
を
必

ず
正
し
未
だ
聞
か
ず
。
三
弦
を
操
る
其
の
人
は
と
う蕩
せ
ず
と
未
だ
聞
か
ず
。
夷
法
を
學
ぶ
其
の
人
の
夷
を
慕
は
ず
と
。
是

れ
故
に
佛
を
禁
ぜ
ん
と
欲
す
先
人
其
の
人
。
も
や火
し
て
そ
の
書
其
の
居
は
ろ廬
、
明
道
正
教
を
掲
げ
て
以
て
之
れ
を
道
と
し
。

此
の
如
く
則
ち
お
も謂
う
可
し
善
き
佛
を
い
な
し
め
禁

る
よ
り
。 い
や
し
く
苟

も
此
の
如
く
は
能
は
ず
。
み躬
は
親
の
其
の
あ
た
ま
首
を
そ

り
て
。
け
さ
袈
裟

を
お
お被
い
。
經
を
と
な誦
え
ね
ん
じ
ゅ

念
珠
を
持
し
て
人
を
戒
め
て
こ
こ
に
。
ち
は
つ

雉
髪
ゆ
う油
を
省
い
て
く
し
け
ず
梳

る
。
故
に
吾
れ
之
れ
を
取
り
書
し

て
則
ち
奇
言
多
し
。
故
に
吾
れ
之
れ
を
と
な誦
え
て
け
さ
袈
裟
す
こ
ぶ
頗
る
俗
せ
ず
。
故
に
吾
れ
之
れ
こ
ろ
も
衣
ね
ん
じ
ゅ

念
珠
す
な
わ
便
ち
か
ず
と
り
籌

に
お
ち下
る
。

故
に
吾
れ
之
れ
を
用
い
て
。
其
の
道
則
ち
い
た
ん

異
端
の
如
き
な
り
。
用
い
る
可
か
ら
ず
。
い
ず孰
れ
亡
人
其
の
為
に
笑
い
ず
。
故

に
今
之
れ
夷
攘
わ
ん
と
欲
す
る
は
必
ず
先
ず
根
本
を
治
め
。
根
本
は
な
に
か

何
耶
。
人
心
是
な
り
。
人
心
既
に
夷
は
ら攘
う
と
雖
も

は
ら攘
は
ず
故
に
根
本
を
治
め
ず
夷
は
ら攘
い
猶
お
。
も
や火
せ
ず
し
て
僧
を
追
う
夷
は
再
び
来
た
り
て
。
き
か
幾
何
其
れ
夷
の
為
に
し
ょ胥
せ

ず
。
是
れ
故
に
今
の
國
家
を
治
め
る
は
先
ず
心
を
注
い
で
た
だ宜
し
き
所
、
焉
ん
ぞ
ま
ん満
し
ん清
洋
夷
の
わ
ざ
わ
い
禍

起
こ
す
に
非
ず
起
る

日
に
於
て
。
其
の
わ
ざ
わ
い
禍

は
こ
う
き

康
熈
よ
う
せ
い

雍
正
の
際
に
め
ば萌
え
る
。
こ
う
き

康
熈
よ
う
せ
い

雍
正
の
際
だ
唯
天
主
教
禁
ず
る
を
知
れ
知
ら
ず
。
其
の
他
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西
洋
よ
り
出
ず
る
は
一
切
之
れ
を
禁
絶
し
、
故
に
洋
夷
の
邪
説
暗
に
人
心
を
こ
は壊
し
人
心
を
と
し
ょ
く

蠧
蝕
既
に
化
し
て
夷
を
為
す
。

其
の
夷
を
慕
う
久
し
く
是
れ
以
て
か禍
ら
ん亂
の
起
に
る
に
及
ぶ
。
一
た
び
敗
れ
る
を
支
え
ず
。
朝
庭
一
二
え
い
け
つ

英
傑
を
有
す
る
と

雖
も
り
ん
そ
く
じ
ょ

林
則
徐
の
如
く
は
則
ち
之
れ
何
ん
ぞ
能
は
ず
が
如
く
。
ま
ん満
し
ん清
ふ
く覆
て
つ轍
國
家
の
か
が
み
監
に
た
だ宜
し
き
所
な
り
。
然
る
に
則
ち

今
の
國
家
を
治
む
る
は
之
れ
何
ん
の
如
き
し
て
可
な
る
や
、
こ
こ
に
其
の
西
洋
を
出
ず
る
は
痛
く
夷
を
刈
り
。
其
の
本

根
を
絶
し
て
其
の
枝
葉
を
除
き
華
夷
を
分
て
正
し
以
て
聖
人
の
道
を
明
か
し
。
お
き
て
令
を
こ
こ
に
下
し
西
洋
は
夷
狄
せ
い
せ
ん

腥
羶

の
奴
隷
と
為
す
は
お
う
き

王
愾
敵
せ
ず
。
天
朝
を
な
い
が
し
ろ

蔑

に
す
る
は
神
州
の
民
に
非
ず
。
今
よ
り
以
て
後
に
一
切
夷
法
を
用
う

る
を
禁
じ
。
い
や
し
く
苟

も
此
の
如
き
お
き
て
令
を
下
し
て
則
ち
華
夷
を
わ
け辧
て
。
げ
ん
ぜ
ん

嚴
然
と
立
し
て
人
は
皆
夷
の
い
や
し
蔑
可
し
あ悪
し
き
可
し

を
知
れ
。
れ
ん
ち

廉
恥
の
心
自
か
ら
生
じ
既
に
れ
ん
ち

廉
恥
知
り
則
ち
人
は
皆
相
語
り
て
こ
こ
に
。
吾
れ
是
れ
神
州
の
民
な
り
。
自
か

ら
先
の
王
法
の
服
が
在
る
に
有
り
て
。
法
服
を
棄
て
て
夷
服
を
き服
て
是
れ
夷
狄
に
化
け
て
天
朝
に
さ
か叛
ら
う
も
の
な
り
。

神
州
自
か
ら
神
州
の
陳
べ
る
法
の
在
す
る
を
有
す
。
神
州
の
陳
べ
る
法
を
棄
て
て
洋
夷
の
陳
べ
る
法
を
用
う
る
は
。
是

れ
華
を
以
て
夷
と
變
え
る
な
り
。
夷
狄
の
名
を
名
し
て
以
て
こ
う
ぜ
ん

公
然
と
号
し
て
、
西
洋
流
に
甘
ん
じ
て
犬
羊
の
奴
隷
と
為

す
。
則
ち
神
明
の
ほ
う邦
い
き域
を
汚
し
。
し
ん
そ
ん

神
孫
の
し
ん
た
い

身
體
を
は
ず
か
し
辱

め
る
。
神
州
の
人
し
ん
そ
ん

神
孫
の
身
を
甘
ん
じ
て
犬
羊
の
奴
隷
と
為
す
。
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し
ん
そ

神
祖
在
り
て
天
の
霊
其
れ
是
れ
何
を
お
も謂
う
、
相
戒
め
て
犬
羊
の
奴
隷
に
為
す
を
以
て
恥
と
為
す
、
則
ち
自
か
ら
固
め
國

脈
自
か
ら
盛
ん
に
な
る
、
則
ち
五
大
州
挙
げ
て
来
攻
は
憂
え
る
に
に
足
ら
ず
。
苟
も
此
の
如
き
に
能
わ
ず
洋
法
を
用
う

る
。
お
き
て
令
を
下
し
こ
こ
に
彼
服
操
作
し
て
す
な
わ
便
ち
故
に
吾
れ
之
れ
を
用
う
る
。
彼
の
く
つ履
は
雨
雪
に
利
し
て
故
に
吾
は
之
れ

を
用
い
て
。
た
て
ま
つ
る

上

る
を
為
す
は
既
に
我
が
服
を
棄
て
。
彼
の
服
を
き服
て
屈
し
て
犬
羊
に
膝
し
。
彼
の
法
を
學
び
頭
を

夷
狄
に
低
れ
て
彼
の
藝
を
講
じ
。
て
ん
ぜ
ん

靦
然
と
し
て
は
じ愧
ず
。
則
ち
下
者
に
為
る
。
相
告
て
こ
こ
に
西
洋
は
夷
狄
な
り
。
吾
が

君
こ
れ
め
る
西
洋
は
犬
羊
な
り
。
吾
れ
犬
羊
の
法
れ
に
西
洋
は
天
朝
の
大
讐
な
り
。
君
は
大
夫
と
共
に
皆
之
れ
お
さ師
め
之

の
法
讐
名
に
名
し
。
夷
名
に
名
し
て
甘
ん
じ
て
犬
羊
の
奴
隷
に
為
す
。
君
の
大
夫
と
之
れ
貴
び
あ
し
た
旦
に
恥
を
知
ら
ず
。

則
ち
吾
が
と
も
が
ら
儕

は
小
人
何
れ
も
恥
る
所
。
洋
夷
来
攻
有
す
る
が
如
き
は
。
命
を
ま
っ
と
う
全

し
て
走
る
の
み
。
既
に
己
に
天
朝

を
に
さ
げ蔑
す
ま
し
て
彼
の
奴
隷
に
為
す
。
是
れ
義
無
く
恥
無
く
既
に
己
に
義
も
無
く
恥
も
無
い
。
彼
の
正
朔
に
奉
ず
こ
か
固
可

彼
の
屬
國
と
為
す
も
亦
た
可
な
り
。
彼
の
服
を
き服
て
。
彼
の
く
つ履
を
は躡
い
て
可
な
り
。
天
主
教
を
學
ん
可
な
り
。
君
を
し
い弑

し
て
父
を
し
い弑
し
て
。
か
ん
が

干
我
に
利
、
か
ん
が

干
我
す
な
わ
便
ち
何
す
る
所
を
為
す
。

い
や
し
く
苟

も
國
家
を
治
む
る
に
禮
義
を
棄
て
便
利
を
貴
ぶ
は
。
則
ち
其
の
へ
い
へ
い

弊
蔽
ふ
た蓋
を
し
て
こ
こ
に
至
る
。
是
れ
以
て
け
い
お
う

惠
王
孟
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子
の
い
ま
し
戒
め
上
下
交
り
て
利
を
と征
る
。
國
危
の
説
以
て
有
す
る
所
是
れ
故
に
聖
人
の
國
家
を
治
め
る
、
必
ず
先
の
名
を

正
し
義
を
明
し
。
之
れ
に
勵
み
れ
ん
ち

廉
恥
を
以
て
是
れ
能
く
ど
ん
ふ

貪
夫
れ
ん廉
を
し使
し
む
だ
ふ
懦
夫
は
立
つ
な
り
。
昔
こ
う
し

孔
子
か
わ渇
い
て
と
う
せ
ん

盗
泉
の

水
を
し
の忍
び
。
そ
さ
ん

曾
参
は
車
に
て
し
ょ
う
ぼ

勝
母
を
り
ょ
う
閭
に
還
え
す
皆
其
の
名
を
あ悪
し
き
な
り
。
古
の
せ
い
け
ん

聖
賢
之
の
名
美
せ
ず
。
猶
お
且

つ
之
れ
は
あ悪
し
。
今
神
州
の
人
を
以
て
甘
ん
じ
て
せ
い
せ
ん

腥
羶
の
奴
隷
に
為
す
。
あ
あ吁
亦
た
怪
し
む
可
し
且
つ
今
の
洋
夷
人
の
國

家
を
奪
い
以
て
事
と
為
す
。
食
四
方
に
蚕
し
て
あ

き
る
を
知
ら
ず
、
豈
小
盗
か
な哉
然
る
に
則
ち
大
盗
大
讐
の
下
風
に
立
た

ず
、
名
は
義
と
皆
た
だ宜
し
く
得
る
誰
れ
而
て
か
ん
ぜ
ん

間
然
か
な哉
。
夫
れ
國
家
の
法
を
陳
べ
て
立
ち
正
大
に
た
だ宜
す
。
さ
い
さ
い

砕
細
は
た
だ宜
し
か
ら

ず
。
豈
洋
夷
を
さ
い
さ
い

砕
細
の
如
く
後
に
得
る
を
為
す
か
な哉
。
あ
に豈
手
足
の
動
く
所
こ
せ
い

鼓
聲
と
合
し
て
し
ょ
う
ぎ

娼
妓
舞
の
如
し
。
は
い
ゆ
う

俳
優
の
戯
れ

の
如
し
。
ひ
ょ
う
ひ
ょ
う

飄
々
と
う
と
う

蕩
々
と
し
て
後
に
得
る
を
為
す
か
な哉
。
且
つ
ま
た
兵
機
の
妙
先
に
傳
う
る
可
か
ら
ず
。
八
陣
に
在
ら
ず
。

六
花
に
在
ら
ず
。
か
ん
し
ん

韓
信
の
如
く
は
し
ぜ
い

市
井
小
人
を
か驅
け
る
亦
た
善
戦
す
る
。
假
に
せ使
し
む
今
の
洋
陣
を
學
ぶ
は
精
錬
千
日

豈
能
く
ま
こ
と
信
の
し
ぜ
い

市
井
小
人
は
敵
者
か
な哉
。
設
し
て
こ
う
め
い

孔
明
六
花
の
陣
を
用
う

し
ば
い

司
馬
懿
八
陳
を
用
う
。
こ
う
め
い

孔
明
の
勝
な
る
は
必
ず

や
説
い
て
こ
う
め
い

孔
明
八
陣
を
用
う
。

し
ば
い

司
馬
懿
六
花
の
陣
を
用
う
。
こ
う
め
い

孔
明
の
勝
な
る
ま
た
必
ず
や
。
然
り
則
ち
こ
う
め
い

孔
明
の
如
く
そ

れ
。
八
陣
は
亦
た
勝
つ
。
六
花
は
亦
た
勝
つ
。

し
ば
い

司
馬
懿
如
く
そ
れ
。
八
陣
は
亦
た
勝
つ
能
は
ず
。
六
花
は
亦
た
勝
つ
能
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は
ず
。
是
れ
知
る
兵
の
勝
敗
を
知
る
陣
法
の
上
に
ざ
い在
せ
ず
や
。
兵
を
か
た談
り
と
ら拘
え
て
陣
法
の
器
械
の
末
に
と
ど拘
ま
る
は
兵
を

か
た談
る
に
可
か
ら
ず
。
然
し
て
則
ち
今
の
陣
法
に
立
ち
て
は
正
に
大
な
ら
ん
と
欲
す
。
名
義
皆
正
に
し
洋
夷
の
下
風
に
立

ち
て
人
を
せ使
し
め
ず
。
若
し
是
れ
の
如
き
則
ち
洋
學
の
せ
い
え
ん

勢
焔
ま
さ将
に
さ
か熾
ん
な
る
よ
り
め
っ滅
す
。

神
州
の
美
風
を
既
に
く
ず頽
れ
迴
る
な
り
。
若
し
洋
夷
の
ど
く
え
ん

毒
焔
に
あ
お煽
ら
れ
て
以
て
神
州
の
正
氣
を
そ
こ
な
害
い
。
獨
り
な
ら
ず
そ
も抑

そ
も
亦
た
こ
う
も
ん

孔
門
の
罪
人
な
り
。
小
生
此
れ
説
を
持
し
て
久
し
き
や
。
先
生
此
の
説
然
り
と
為
し
て
以
て
則
ち
君
こ
こ
に

せ
い
せ
ん

腥
羶
の
風
習
を
一
洗
興
し
て
神
州
の
正
氣
を
振
い
正
に
。
華
夷
を
分
け
て
し使
し
て
人
の
天
朝
を
と
う
と
崇
び
鬼
神
の
如
き
。

洋
夷
を
い
や
し
賎
さ
は
し
ゅ
う
て
き

讐
敵
の
如
し
。
然
る
に
則
ち
聖
人
の
正
道
自
か
ら
行
な
い
。
洋
夷
の
邪
説
を
由
無
く
入
れ
ら
れ
ぬ
。

鳴
乎
。
此
の
如
き
。
吾
が
君
の
ほ
う
こ
う

豊
功
せ
い
れ
つ

盛
烈
は
せ
ん
さ
い

千
歳
の
青
史
に
た
る垂
る
。
古
の
聖
王
き
み辟
に
は
じ愧
る
無
し
。
此
れ
則
ち
先
生
の
勉

む
る
を
た
だ宜
し
き
所
、
小
生
こ
れ
先
生
よ
り
の
深
望
有
し
以
て
の
所
、
若
し
せ
い
ち
ゅ
う

掣
肘
多
く
先
生
亦
た
何
ん
ぞ
之
の
如
き
則

ち
小
生
其
の
志
を
遂
し
し使
め
て
。
獨
り
其
の
身
に
善
く
則
ち
固
く
小
生
の
所
に
非
ら
ず
欲
せ
ん
と
す
。
唯
だ
こ
い
ね
が

わ
く

は
先
生
せ
ん

に
勉
め
ら
れ
ん
。
裕
き
ょ
う
く

恐
懼
し
て
再
拝
す
。

元
治
元
年
甲
子
所
作
時
年
三
十
四
歳
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語
釈
　
　
げ
い

＝
ひ
ざ
ま
ず
い
て
。
勢
い
、
植
え
る
。
ぎ
ょ
う
し
ゅ
ん

堯
舜

＝
尭
と
舜
の
二
帝
あ
り
人
徳
広
く
天
下
に
行
わ
れ
た
。
じ
ょ
う
じ
つ

情
實
＝
実
状
。
り
ょ
う
さ
つ

諒
察
＝
推
察
し
了
解
す
る
。
が
く
が
く

鄂
々
＝
率

直
に
意
見
を
述
べ
て
論
争
す
る
。
ひ
せ
ん

卑
賤
＝
身
分
の
低
く
い
や
し
い
。
あ
に豈
＝
ど
う
し
て
、
ね
が
う
。
ど
れ
い

奴
隷
＝
し
も
べ
、
下
男
、
昔
戦
争
で
捕
虜
に
な
っ
た
り
、
刑
罰
を
受
け
た
り
売
買

さ
れ
た
り
し
て
、
自
由
を
認
め
ら
れ
ず
強
制
労
働
を
さ
せ
ら
れ
た
人
。
あ
が
め
崇
る
＝
崇
拝
、
敬
う
。
き愾
＝
た
め
息
、
い
か
る
。
し
ゅ
う
讐
＝
仇
、
敵
。
じ
ょ
う
攘
＝
払
う
。
よ
う
い

洋
夷
＝
西
洋
の
胡
、
戎
、

夷
。
せ
ん賤
＝
い
や
し
い
。
ば
ん
い

蠻
夷
＝
野
蛮
な
胡
、
戎
、
夷
。
は
ず
か
し
辱

む
＝
屈
辱
。
い
や
し
く
苟

も
＝
か
り
そ
め
に
も
、
も
し
も
、
い
さ
さ
か
。
こ
う
も
う

孔
孟
＝
孔
子
と
孟
子
。
き
わ
ま
谷
る
＝
こ
く谷
、
窮
ま
る
。
あ
ゆ
阿
諛

＝
お
も
ね
り
、
へ
つ
ら
う
、
ご
ま
す
り
。
じ
ゅ
ん
し

順
旨
＝
趣
旨
に
従
う
。
よ
う
し
ゅ

庸
主
＝
平
凡
な
君
主
。
ざ
ん
て
ん

讒
諂
＝
他
人
の
悪
口
、
告
げ
口
を
言
っ
て
へ
つ
ら
う
。
め
ん
ゆ

面
諛
＝
面
と
向
か
っ
て
お
も
ね
る
、

へ
つ
ら
う
。
よ
う
ぼ
う

庸
妄
＝
平
凡
な
嘘
、
出
鱈
目
、
妄
り
に
。
と
く
そ
う

特
繰
＝
何
時
も
固
く
守
っ
て
変
わ
ら
な
い
操
。
き
び
龜
尾
＝
亀
の
尾
。
じ
ぶ
辭
蕪
＝
乱
れ
て
整
わ
な
い
言
葉
、
自
分
の
言
葉
や
文
章
を

謙
遜
し
て
言
う
。
て
い
か
く

鼎
钁
＝
足
の
無
い
大
釜
、
昔
人
の
刑
罰
で
釜
ゆ
で
に
し
た
。
し
い弑
＝
臣
や
子
が
主
君
や
、
親
を
殺
す
こ
と
、
目
下
の
人
が
目
上
の
人
を
殺
す
こ
と
。
よ
う楊
ぼ
く墨
＝
戦
国
時

代
の
思
想
家
と
の
こ
と
、
よ
う楊
朱
は
個
人
主
義
、
ぼ
く墨

は
博
愛
主
義
を
唱
え
た
。
い
た
ん

異
端
＝
正
当
で
な
い
教
え
、
聖
人
の
道
で
な
い
別
の
学
説
。
じ
ゃ
せ
つ

邪
説
＝
正
道
に
背
い
た
説
。
ぶ
ん
ぶ

文
武
＝
西

周
、
春
秋
時
代
の
文
公
、
武
公
周
公
。
こ
う
し

孔
子
＝
儒
学
の
始
祖
。
し
ゅ
う
し
つ

周
室
＝
周
の
王
室
。
し
ゅ
ん
じ
ゅ
う

春
秋

＝
春
秋
時
代
。
そ
う
め
い

聡
明
＝
聴
い
た
り
見
た
り
す
る
こ
と
、
耳
や
眼
が
聡
い
こ
と
、
道
理

に
明
る
い
こ
と
。
こ
う
せ
い

公
正
＝
社
会
の
秩
序
を
正
す
、
公
平
に
。
き
ょ
か
い

虚
懐
＝
心
に
蟠
り
が
な
い
こ
と
。
せ
い
せ
ん

腥
羶
＝
生
臭
い
。
げ
ん
ぜ
ん

嚴
然
＝
厳
し
い
さ
ま
。
れ
い
ぎ

禮
義
＝
礼
と
義
、
人
が
実
践
に
お
い
て
守

る
正
し
い
道
。
れ
ん
ち

廉
耻
＝
心
が
正
し
く
欲
が
な
く
て
、
恥
を
知
る
。
こ
と
ご
と
悉

く
＝
全
て
、
皆
。
ほ
う
い
き

邦
域
＝
國
境
、
国
土
の
区
域
。
か
い
び
ゃ
く

開
闢
＝
天
地
の
開
け
始
め
、
世
界
の
は
じ
ま
り
。
か
っ嘗
て

＝
試
み
る
、
ひ
い
て
、
こ
れ
ま
で
に
、
以
前
。
か
ん
じ
ゃ

姦
邪
＝
よ
こ
し
ま
、
悪
人
。
し
ゃ
し
ょ
く

社
稷
＝
土
地
と
五
穀
の
神
、
古
代
の
て
ん
し
、
諸
侯
は
、
此
の
二
神
を
宮
殿
の
右
に
宗
廟
を
左
に
祀

り
、
国
家
の
重
要
な
守
り
神
と
し
た
。
り
く
ち
ん

陸
沈
＝
陸
地
に
沈
む
、
人
が
世
の
中
で
姿
を
隠
し
て
る
こ
と
、
世
が
乱
れ
亡
び
る
こ
と
、
頑
固
で
世
の
中
の
移
り
変
わ
り
を
知
ら
な
い
こ
と
。

し
ん
ち
ゅ
う

宸
衷
＝
天
子
の
苦
衷
。
し
ん
い

宸
意
＝
天
子
の
意
志
。
つ
う
こ
く

痛
哭
＝
激
し
く
嘆
く
、
泣
く
。
り
ゅ
う
て
い

流
涕
＝
涙
を
流
す
。
ち
ょ
う
た
い
そ
く

長
大
息
＝
大
き
な
た
め
息
。
ご
う毫
も
＝
少
し
も
、
僅
か
、
細
か
い
。
い
ふ
畏
怖
＝

畏
れ
る
、
畏
れ
憚
る
。
し
ょ
う
し
ょ
う

蕭
牆

＝
門
の
内
、
垣
根
の
内
、
身
内
。
へ
き
が
ん

碧
眼
＝
青
い
眼
。
こ
う
も
う

紅
毛
＝
赤
毛
。
て
い
せ
い

鄭
聲
＝
周
の
一
諸
侯
が
建
て
た
國
で
淫
ら
な
音
楽
が
流
行
し
た
の
で
淫
ら
の
意

に
用
う
。
い
ん婬
＝
淫
ら
。
が
が
く

雅
楽
＝
昔
の
正
し
い
音
楽
、
上
品
な
音
楽
。
と
う蕩
＝
し
ま
り
が
な
い
、
み
だ
す
、
や
ぶ
る
、
お
ぼ
れ
る
。
ろ廬
＝
家
。
み躬
＝
身
体
、
み
ず
か
ら
。
こ
ん

首
＝
頭
を
剃

る
、
坊
主
頭
、
髪
を
剃
り
落
と
す
刑
罰
。
け
さ
袈
裟
＝
僧
衣
、
肩
か
ら
懸
け
て
衣
の
上
を
被
う
物
、
法
衣
。
し
ょ
う
誦
＝
唱
え
る
。
ね
ん
じ
ゅ

念
珠
＝
念
仏
の
時
手
に
か
け
る
数
珠
。
ち
は
つ

雉
髪
＝
髪
型
。
ゆ
そ
油
梳
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＝
髪
を
油
で
梳
く
。
ち
ゅ
う
籌
＝
数
取
り
、
数
を
数
え
る
竹
の
棒
。
孰
＝
い
ず
れ
。
せ
い
せ
ん

腥
羶
＝
生
臭
い
。
わ
ざ
わ
い
禍

＝
禍
。
こ
う
き

康
熈
＝
清
朝
第
四
代
の
帝
。
よ
う
せ
い

雍
正
＝
正
し
く
助
け
る
、
抱
く
、
和
ら

ぐ
。
め
ば
え
萌
る
＝
芽
生
え
る
。
と
し
ょ
く

蠧
蝕
＝
木
喰
い
虫
が
蝕
む
、
虫
に
喰
い
荒
ら
さ
れ
る
。
か
ら
ん

禍
亂
＝
禍
と
乱
れ
。
え
い
け
つ

英
傑
＝
優
れ
た
人
物
。
り
ん
そ
く
じ
ょ

林
則
徐
＝
清
代
の
政
治
家
。
ま
ん
し
ん

満
清
＝
清
國
に
満
ち

る
、
満
州
族
の
国
家
清
國
。
ふ
く
て
つ

覆
轍
＝
ひ
っ
く
り
か
え
っ
た
車
の
車
輪
の
跡
、
先
に
失
敗
し
た
た
め
し
、
失
敗
の
先
例
の
た
と
え
。
か
ん監
＝
鑑
み
る
、
手
本
と
す
る
、
良
く
看
る
。
よ
ろ
し
宜

き
＝
宜
し
い
。
き
ゆ
覬
覦
＝
身
分
不
相
応
の
こ
と
を
望
み
願
う
。
さ
げ
す
蔑
む
＝
蔑
視
。
べ
ん辧
＝
弁
え
る
。
こ
う
ぜ
ん

公
然
＝
お
お
っ
ぴ
ら
に
。
し
ん
そ
ん

神
孫
＝
神
の
子
孫
、
天
子
。
し
ん
た
い

身
體
＝
身
体
。
じ
ょ
く
辱
＝
屈
辱
、

辱
め
。
し
ん
そ
ん

神
祖
＝
天
子
の
祖
先
。
て
ん
ぜ
ん

靦
然
＝
平
気
で
人
を
見
る
、
厚
か
ま
し
い
。
は
じ愧
＝
恥
。
さ
い儕
＝
と
も
が
ら
、
仲
間
。
り
じ
ょ
う

履
躡
＝
人
の
足
を
踏
み
付
け
る
。
へ
い
へ
い

弊
蔽
＝
破
れ
隠
す
。
け
だ
し
蓋
＝
思

う
に
、
な
ん
ぞ
。
け
い
お
う

惠
王
＝
春
秋
時
代
の
王
。
い
ま
し
め
戒

る
＝
訓
戒
。
ひ
ん
ぷ

貧
夫
＝
貧
し
い
男
。
れ
ん廉
＝
恥
を
知
る
、
潔
い
。
だ
ふ
懦
夫
＝
意
気
地
の
な
い
男
、
だ
め
な
男
。
か
つ渇
＝
渇
く
。
と
う
せ
ん

盗
泉
＝
泉
の

水
を
盗
む
。
し
の忍
ぶ
＝
我
慢
す
る
。
そ
さ
ん

曾
参
＝
孔
子
の
弟
子
、
親
孝
行
な
人
で
あ
っ
た
。
し
ょ
う
ぼ

勝
母
＝
そ
さ
ん

曾
参
の
母
。
り
ょ閭
＝
村
の
入
り
口
、
門
。
か
え還
す
＝
帰
す
。
せ
い
け
ん

聖
賢
＝
聖
人
、
賢
人
。
さ
ん
し
ょ
く

蠶
食

＝
蚕
の
よ
う
に
喰
い
荒
ら
す
。
え
ん

＝
喰
い
飽
き
る
。
こ
せ
い

鼓
聲
＝
太
鼓
の
音
。
し
ょ
う
ぎ

娼
妓
＝
あ
そ
び
め
、
遊
女
、
女
郎
。
は
い
ゆ
う

俳
優
＝
役
者
。
ぎ戯
＝
遊
戯
、
戯
れ
。
ひ
ょ
う
ひ
ょ
う

飄
々

＝
風
の
ふ
ぉ
く
さ
ま
、

彷
徨
い
漂
う
。
と
う
と
う

蕩
々
＝
と
め
ど
が
な
い
、
ゆ
ら
ゆ
ら
す
る
、
し
ま
り
が
な
い
、
み
だ
す
。
か
ん
し
ん

韓
信
＝
漢
の
高
祖
の
臣
、
三
傑
の
一
人
、
股
潜
り
で
有
名
。
し
ぜ
い

市
井
＝
ま
ち
、
市
場
、
人
の

多
く
集
ま
る
処
、
庶
民
の
住
む
処
。
く驅
＝
駆
け
る
。
し
ば
司
馬
＝
周
代
の
官
名
で
陸
軍
大
臣
。
い懿
＝
立
派
に
。
し
ば
司
馬
い懿
＝
仲
達
、
西
晋
の
高
祖
宣
帝
。
こ
う
こ
う

拘
々
＝
拘
わ
る
さ
ま
、
好
ま
し
い

さ
ま
、
良
い
さ
ま
。
せ
い
え
ん

勢
焔
＝
炎
の
勢
い
。
ま
さ
に
将
に
＝
正
に
、
当
に
。
め
っ滅
す
＝
滅
亡
、
亡
く
な
る
。
し熾
＝
熾
烈
、
盛
ん
な
さ
ま
。
た
い頽
＝
崩
れ
る
。
か
い迴
＝
巡
る
、
廻
る
。
ど
く
え
ん

毒
焔
＝
悪
い
炎
。

あ
お煽
る
＝
扇
動
。
そ
も
そ
抑
も
＝
そ
も
そ
抑
も
、
よ
く抑
、
抑
え
る
。
こ
う
も
ん

孔
門
＝
孔
子
の
門
下
。
あ
が
め
崇
る
＝
崇
拝
、
敬
う
。
め
い
へ
き

明
辟
＝
明
君
。
は
じ愧
る
＝
恥
。
ほ
う
こ
う

豊
功
＝
勲
功
が
豊
富
。
せ
い
れ
つ

盛
烈
＝
烈
し
く
盛
ん
。
せ
ん
ざ
い

千
歳

＝
千
年
。
せ
い
ち
ゅ
う

掣
肘
＝
邪
魔
に
し
て
人
の
行
動
を
妨
げ
る
。
き

＝
こ
い
ね
が
う
」
せ
ん旋
＝
周
旋
、
斡
旋
。
き
ょ
う
く

恐
懼
＝
お
そ
れ
る
、
畏
れ
か
し
こ
む
。
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４
　

贈
鹽
谷
古
侯
叙

惟
文
久
三
年
。
癸
亥
春
正
月
監
察
鹽
谷
君
古
侯
。
將
從
公
駕
之
京
帥
。
其
友
南
部
裕
。
贈
之
以
文
。
曰
。
昔
者
文
王
之
興
鴻
業
也
。
地

方
百
里
。
而
三
分
天
下
。
以
有
其
二
。
其
何
為
而
然
哉
。
詩
曰
。
關
々
鵙
鳩
。
在
河
之
州
。
窈
窕
淑
女
。
君
子
好
述
。
言
先
正
其
家
。

而
後
及
天
下
也
。
然
文
王
固
未
嘗
為
得
天
下
。
而
脩
其
徳
也
。
曰
。
民
吾
赤
子
也
。
不
可
使
吾
赤
子
凍
餒
窮
乏
也
。
而
吾
國
家
。
是
天

之
命
也
。
可
以
忽
諸
。
是
以
。
敬
天
之
至
。
愛
民
之
深
。
邇
者
悦
。
而
遠
者
服
。
皇
天
眷
佑
。
誕
受
厥
命
。
所
謂
。
至
誠
感
神
者
乎
。

固
非
齊
桓
晋
文
輩
以
力
假
仁
。
而
僥
倖
覇
業
於
一
時
者
之
比
也
。
孔
子
稱
為
至
徳
者
。
為
此
之
故
也
。
文
王
既
没
。
武
王
周
公
繼
之
。

以
聖
人
之
道
。
以
致
郁
々
之
盛
。
自
時
厥
後
。
聖
王
不
作
。
周
室
日
衰
。
孔
子
常
慨
之
。
欲
為
東
周
。
及
其
宰
中
都
。
一
年
而
四
方
則

之
。
何
其
功
之
速
而
大
也
。
孔
子
不
去
魯
。
其
王
乎
。
措
矣
哉
。
厥
後
及
孟
子
之
時
。
周
道
愈
衰
。
孟
子
憂
之
。
常
説
時
王
以
王
道
。

曰
。
雖
有
知
慧
。
不
如
乗
勢
。
雖
有

器
。
不
如
待
時
。
々
王
不
唯
不
能
用
之
。
反
迂
之
。
故
不
得
行
其
道
於
當
世
。
而
止
矣
。
亦
可

惜
矣
。
夫
自
孔
孟
没
以
來
聖
人
之
道
益
不
明
。

霾
乎
三
千
年
。
以
至
于
今
日
。
可
勝
嘆
哉
。
嗚
乎
。
古
侯
今
日
之
時
。
以
為
何
如
時

耶
。
比
文
王
之
時
。
為
如
何
耶
。
孔
孟
之
時
。
為
如
何
耶
。
先
是
。
丙
午
之
歳
。
我
公
在
江
都
。
召
晩
香
鹽
先
生
。
々
々
盛
談
兵
。
且
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曰
。
公
観
鴻
之
臺
乎
。
公
曰
未
。
先
生
曰
。
最
可
観
者
。
公
之
歸
也
。
將
観
鴻
之
臺
左
右
皆
以
為
是
奇
観
也
。
至
焉
則
寥
々
古
址
。
茫
々

荒
草
而
己
。
人
皆
瞠
若
。
嗚
乎
。
先
生
之
有
望
於
我
公
。
蓋
深
矣
哉
。
孟
子
曰
。
豪
傑
之
士
。
不
待
文
王
而
。
興
况
保
尺
寸
之
封
。
有

尺
寸
之
土
者
。
脩
文
徳
。
施
仁
義
。
如
文
王
。
則
合
宇
宙
。
鞭
撻
九
有
。
豈
以
為
難
哉
。
嗚
乎
。
古
侯
果
知
先
生
之
所
以
有
望
於
我
公

乎
。
果
知
之
。
則
知
今
之
時
何
如
時
也
乎
。
嗚
乎
。
今
之
洋
夷
。
猖
獗
亦
甚
矣
。
今
其
不
攘
。
天
下
不
出
數
年
。
其
服
左
衽.

。
而
其
言

侏

矣
。
加
之
。
比
歳
々
豐
。
而
米
價
如
玉
。
殆
不
異
於
大
凶
荒
。
如
此
則
不
有
外
患
。
必
有
内
變
矣
。
而
今
之
天
下
。
眞
知
其
可
憂

者
。
蓋
少
矣
。
凡
今
之
治
國
家
也
。 

民
肉
。
而
屯
民
膏
。
棄
仁
義
。
而
嚴
法
令
。
不
過
為
商
鞅
李
斯
刑
名
法
律
之
奴
隷
耳
。
然
而
自

誇
於
得
人
焉
。
所
為
。
則
曰
。
富
國
也
。
強
兵
也
。
問
其
富
國
之
術
。
則
曰
。
填
某
海
。
得
田
何
萬
頃
矣
。
某
地
種
楮
。
得
利
何
百
鎰

矣
。
於
櫨
。
得
何
萬
金
。
於
漆
。
得
何
千
金
。
於
酒
。
於
薪
。
於
炭
。
於
布
。
於
木
綿
。
一
年
之
所
征
。
吾
不
知
其
何
億
鎰
也
。
問
其

強
兵
之
術
。
則
曰
。
鑄
大
砲
小
銃
者
何
千
。
造
利
槍
長
剣
者
何
萬
。
且
命
士
人
。
各
繕
甲
兵
。
其
命
令
之
嚴
。
一
國
之
堅
甲
。
期
月
而

成
矣
。
嚴
命
士
人
。
學
文
錬
兵
。
其
督
責
之
急
。
克
勤
無
怠
。
國
既
冨
矣
。
兵
既
錬
矣
。
器
械
既
備
矣
。
一
旦
有
緩
急
。
何
敵
不
可
勝
。

退
而
視
其
民
。
顔
有
菜
色
。
口
有
怨
聲
。
曰
。
彼
大
砲
我
之
肉
也
。
彼
長
剣
我
之
膏
也
。
視
其
士
人
。
瞋
目
切
齒
。
曰
。
賣
吾
廬
。
鬻

吾
器
。
典
妻
衣
。
奪
児
服
。
而
漸
成
此
一

矣
。
其
在
黌
舎
之
内
。
講
武
之
場
。
有
司
之
前
。
則
揚
聲
誦
孔
孟
。
説
仁
義
。
揮
手
舞
剣
。
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怒
臂
撚
槍
。
足
之
蹈
。
合
皷
聲
。
頭
之
揺
。
合
鐘
聲
。
及
其
歸
家
。
則
如
飢
鳥
之
逸
籠
。
久
囚
之
出
獄
。
或
取
竿
。
釣
于
水
。
或
提
籃
。

米
于
山
。
或
説
財
利
。
談
聲
色
。
口
未
嘗
及
名
教
節
義
之
事
也
。
嗟
乎
。
如
此
乎
。
吾
未
保
其
不
倒
戈
而
賣
降
也
。
夫
古
之
所
謂
。
富

國
強
兵
者
。
非
此
之
謂
也
。
散
鹿
臺
之
財
。
發
鉅
橋
之
粟
。
是
也
。
露
臺
惜
百
金
之
費
。
而
數
免
租
税
。
是
也
。
不
憂
漏
屋
。
而
喜
炊

烟
之
起
。
是
也
。
書
曰
。
予
有
臣
三
千
。
惟
一
心
。
是
也
。
詩
曰
。
赳
々
武
夫
。
公
侯
于
城
。
是
也
。
故
萬
民
富
於
下
。
則
國
君
安
於

上
。
倉
廩
充
于
上
。
則
萬
民
困
于
下
。
未
有
民
富
而
君
不
富
者
也
。
未
有
國
富
而
兵
不
強
者
也
。
夫
國
之
貧
富
。
在
民
之
窮
與
否
。
而

兵
之
強
弱
。
在
民
之
服
與
否
。
是
故
。
古
之
所
謂
。
富
國
者
。
非
倉
廩
充
府
庫
盈
之
謂
也
。
百
姓
足
之
謂
也
。
古
之
所
謂
。
強
兵
者
。

非
有
一
二
武
夫
如
關
張
者
之
謂
也
。
萬
民
一
心
之
謂
也
。
是
以
。
治
國
如
文
王
乎
。
眞
所
謂
富
國
強
兵
也
。
然
則
古
侯
之
事
我
君
。
宜

如
周
公
且
召
公

大
公
望
畢
公
榮
公
大
顛

夭
散
宜
生
南

之
於
文
武
。
則
富
國
強
兵
何
難
之
有
。
國
富
兵
強
。
萬
民
一
心
。
則
擧
五

大
州
來
攻
。
亦
何
足
為
憂
也
哉
。
且
哉
。
今
之
大
憂
大
患
。
不
必
在
外
夷
也
。
駕
御
失
宜
。
天
下
之
人
皆
敵
也
。
今
之
刺
貴
顯
者
。
不

必
在
櫻
田
也
。
有
姦
而
不
察
。
有
悪
而
不
知
。
黨
於
姦
。
而
私
於
悪
。
匕
首
其
在
古
侯
之
前
乎
。
然
大
姦
如
紫
。
大
悪
如
莠
。
奪
朱
亂

苗
。
最
為
難
辧
。
古
侯
熟
察
諸
。
嗚
乎 

所
謂
大
姦
大
悪
。
或
在
土
民
之
中
。
亦
未
可
知
也
。
古
侯
熟
察
諸
。
其
在
士
民
。
不
知
之
。
猶

可
也
。
其
在
亦
未
可
知
也
。
古
侯
熟
察
諸
。
其
在
士
人
。
予
之
知
。
猶
可
也
。
其
在
屬
官
。
亦
未
可
知
也
。
古
侯
熟
察
諸
。
其
在
屬
官
。
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不
之
知
。
不
明
亦
甚
矣
。
而
猶
可
也
。
其
在
同
僚
亦
未
可
知
也
。
其
在
同
僚
。
不
之
知
。
則
謂
之
瞽
而
可
矣
。
古
侯
熟
察
諸
。
夫
本
正

而
末
正
。
源
清
而
流
清. 

道
之
理
也
。
故
先
正
同
僚
之
非
。
而
後
及
屬
官
。
則
屬
官
亦
服
古
侯
之
嚴
明
公
正
曰
。
官
民
之
不
私
也
。
如
此
。

則
一
國
之
人
皆
曰
。
古
侯
之
嚴
明
也
。
如
此
。
古
侯
之
公
正
也
。
如
此
。
我
君
之
得
人
也
。
如
此
。
則
文
王
之
化
。
自
内
而
及
外
。
自

邇
而
及
遠
也
。
亦
不
過
如
此
。
則
是
古
侯
之
以
古
之
道
事
我
君
也
。
然
則
關
鵑
麟
趾
之
化
。
行
之
於
今
日
。
亦
不
為
甚
難
也
。
嗚
乎
。

古
侯
出
而
在
萬
里
之
外
。
一
旦
逢
犬
羊
之
無
禮
。
則
翼
我
君
之
神
武
。
以
一
戦
鏖
之
。
及
其. 

歸
也
。
代
我
君
之
明
。
先
察
於
同
僚
。
而

後
及
屬
官
。
先
察
於
大
臣
。
而
後
及
小
　
民
。
正
本
而
及
末
。
清
源
而
及
流
。
排
姦
除
佞
。
以
誕
發
潜
徳
之
幽
光
。
是
予
之
所
以
望
於

古
侯
也
。
裕
之
於
古
侯
。
固
非
一
朝
一
夕
之
交
。
故
於
其
行
也
。

作
詩
以
戒
之
。
其
辭
曰
。
坦
々
古
道

塞
之
。
赫
々
大
陽
。
浮
雲
蔽
之
。
戒
哉
古
侯
。
小
姦
除
之
。
戒
哉
古
侯
。
小
善
稱
之
。
明
々

君
明
。
古
侯
代
之
。

時
年
三
十
三
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釈
文

し
お
の
や

鹽
谷
こ
こ
う

古
侯
に
贈
る
の
叙

こ惟
れ
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
き
が
い

癸
亥
の
春
正
月
か
ん
さ
つ

監
察
し
お
の
や

鹽
谷
君
こ
こ
う

古
侯
將
に
こ
う
が

公
駕
に
從
い
て
き
ょ
う
す
い

京
帥
（
京
都
）
に
ゆ
く
其
の
友
南
部
　
裕

之
れ
を
贈
り
文
を
以
て
曰
う
。
昔
は
ぶ
ん
お
う

文
王
の
こ
う
ぎ
ょ
う

鴻
業
を
興
す
地
方
を
百
里
を
三
に
天
下
を
分
け
て
以
て
其
の
二
を
有
し

て
、
其
の
何
ん
ぞ
為
し
て
然
る
か
な
、
詩
に
曰
う
。

關
々
鵙
鳩

か
ん
か
ん

關
々
た
る
げ
き鵙
き
ゅ
う
鳩
は

在
河
之
州
　
　
　
河
の
な
か
す
州
に
在
り
。

窈
窕
淑
女
　
　
　
よ
う
ち
ょ
う

窈
窕
の
し
ゅ
く
じ
ょ

淑
女
は

君
子
好
述

く
ん
し

君
子
の
こ
う
じ
ゅ
つ

好
述
た
り
。

解
釈
　
も
ず鵙
と
は
と鳩
の
和
や
か
な
鳴
き
声
は
、
河
の
な
か
す
州
に
聞
か
れ
る
。
密
や
か
で
美
し
く
教
養
が
有
っ
て
上
品
な
婦
人
は
、
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君
子
の
良
き
連
れ
合
い
（
配
偶
者
）

と
な
る
、
の
意
。

先
ず
言
う
其
の
家
を
正
し
そ
し
て
後
に
天
下
に
及
ぶ
な
り
。
然
る
に
ぶ
ん
お
う

文
王
は
も
と固
よ
り
未
だ
天
下
を
得
る
を
為
す
に
、
嘗

み
ず
し
て
其
の
徳
を
お
さ脩
め
て
曰
う
。
「
民
は
吾
が
せ
き
し

赤
子
な
り
」
と
「
吾
が
赤
子
は
と
う
だ
い

凍
餒
き
ゅ
う
窮
ぼ
う乏
に
し使
む
可
ら
ず
」（
凍
え
飢
え

る
、
衣
食
に
こ
と
欠
く
）

と
し
て
吾
の
國
家
を
治
め
る
。
是
れ
天
の
命
な
り
。
以
て
こ
つ
し
ょ

忽
諸
（
忽
ち
）

す
可
し
。
是
れ
以
て
天
を
敬
う

の
至
り
。
民
を
愛
し
之
れ
を
深
め
、
ち
か邇
き
者
の
悦
び
と
し
て
遠
き
者
は
し
た
が
服
う
。
こ
う
て
ん

皇
天
け
ん
ゆ
う

眷
佑
（
上
帝
を
た
す佑
け
か
え
り
眷
み
る
）
い
つ
わ
誕
り
て

そ厥
の
め
い命
を
受
け
て
、
お
も謂
う
所
、
至
誠
は
こ
こ
ろ
神
に
感
ず
る
は
も
と固
よ
り
せ
い齊
か
ん桓
し
ん晋
ぶ
ん文
を
と
も
が
ら
輩

と
し
力
を
以
て
い
つ
く
し
み

仁

を
か假
る
。
さ
い
わ
い
倖

に
し
て
は
ぎ
ょ
う

覇
業
（
諸
侯
の
旗
頭
に
な
る
）

一
時
に
於
て
ぎ
ょ
う
僥
す
（
幸
い
を
願
う
）

は
こ
れ
に
比
べ
る
と
に
、
こ
う
し

孔
子
は
稱
し
て
し
と
く

至
徳
を
為
す

は
、
こ
れ
を
為
す
故
な
り
。
ぶ
ん
お
う

文
王
は
既
に
没
し
、
ぶ
お
う

武
王
し
ゅ
う
こ
う

周
公
之
れ
を
つ繼
ぐ
。
せ
い
じ
ん

聖
人
の
道
を
以
て
い
く
い
く

郁
々
の
盛
（
文
化
の
香
の
高

い
さ
ま
）

を
致
す
。
時
に
そ厥
の
ご後
せ
い
お
う

聖
王
は
な作
さ
ず
、
し
ゅ
う
し
つ

周
室
日
に
衰
う
。
こ
う
し

孔
子
は
常
に
之
れ
を
な
げ慨
き
、
と
う
し
ゅ
う

東
周
を
為
さ
ん
と

欲
し
て
、
ち
ゅ
う
と

中
都
其
の
さ
い宰
に
及
ぶ
こ
と
一
年
そ
し
て
四
方
之
れ
に
の
っ
と
則
り
、
何
ん
ぞ
其
の
功
は
速
く
大
な
る
。
こ
う
し

孔
子
ろ魯
を

去
ら
ず
、
其
の
王
す
て措
お
い
て
や
ん
ぬ
る
か
な

矣
哉
（
ど
う
し
ょ
う
も
な
い
）
。
そ厥
の
ご後
も
う
し

孟
子
の
時
に
及
び
、
し
ゅ
う
ど
う

周
道
い
よ愈
い
よ
お
と
ろ
衰
え
て
、
も
う
し

孟
子
之

れ
を
う
れ憂
う
。
常
に
時
の
王
を
説
き
お
う
ど
う

王
道
を
以
て
曰
う
。
ち
え
知
慧
（
身
に
備
わ
っ
た
賢
さ
）

有
る
と
い
え
ど
雖
も
、
勢
に
乗
ら
ず
に
如
か
ず
。
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し
き器
（
田
を
耕
す
道
具
）
が
有
り
と
い
え
ど
も
雖

、
時
を
待
つ
に
如
か
ず
。
時
の
王
之
れ
を
用
う
る
に
能
わ
ず
唯
だ
之
れ
を
用

う
る
に
能
わ
ず
。
そ
む反
い
て
之
れ
を
さ迂
け
故
に
其
の
道
と
う
せ
い

當
世
に
於
て
行
う
を
得
ず
。
止
め
る
や
亦
た
惜
む
可
し
や
。
夫
れ

こ
う
も
う

孔
孟
没
よ
り
以
來
せ
い
じ
ん

聖
人
の
道
益
ま
す
明
ら
か
な
ら
ず
。
そ
れ
以
来
三
千
年
に
ほ
う
ば
い霾
（
盛
ん
に
雨
が
降
り
水
が
流
れ
る
）

と
し
て
以
て

今
日
に
至
り
。
嘆
く
に
勝
る
可
し
か
な哉
。
嗚
乎
。
こ
こ
う

古
侯
今
日
こ
の
時
を
以
て
何
ん
ぞ
時
の
如
く
に
為
な
さ
ん
や耶
。
ぶ
ん
お
う

文
王
の

時
に
比
べ
何
ん
の
如
き
を
為
さ
ん
や耶
。
こ
う
も
う

孔
孟
の
時
に
比
べ
何
ん
の
如
き
を
為
さ
ん
や耶
。
先
ず
是
れ
へ
い
ご

丙
午
の
と
し歳
。
我
が
公

こ
う
と

江
都
（
江
戸
）

に
在
り
て
、
ば
ん晩
こ
う
え
ん

香
鹽
先
生
を
召
さ
れ
て
、
先
生
盛
ん
に
兵
を
談
る
。
且
つ
曰
う
。
公
は
こ
う鴻
の
だ
い臺
を
み観
て
公

は
曰
う
未
だ
先
生
に
曰
う
。
最
も
観
る
可
し
公
は
歸
り
て
、
こ
う鴻
の
だ
い臺
を
み観
て
將
に
左
右
皆
以
て
き
か
ん

奇
観
（
変
わ
っ
た
眺
め
）

を
為

す
。
こ
こ
に
至
れ
ば
則
ち
り
ょ
う
り
ょ
う

寥
々
（
寂
し
く
閑
か
な
）

と
し
て
の
こ
し
古
址
ぼ
う
ぼ
う

茫
々
の
こ
う
そ
う

荒
草
す
で己
に
し
て
人
は
皆
み
は瞠
る
が
ご
と若
し
。
嗚
乎
。

先
生
の
望
み
あ
り
て
我
が
公
が
於
て
が
い
し
ん

蓋
深
や
ん
ぬ
る
か
な

矣
哉
（
如
何
ん
と
も
し
難
い
）
。
孟
子
曰
く
。
ご
う
け
つ

豪
傑
の
士
は
文
王
を
待
た
ず
し
て
興

し
い
わ
ん
や
况

尺
寸
の
封
を
保
つ
。
尺
寸
の
士
は
有
り
て
ぶ
ん
と
く

文
徳
を
お
さ脩
め
じ
ん
ぎ

仁
義
を
施
し
て
ぶ
ん
お
う

文
王
の
如
し
。
則
ち
う
ち
ゅ
う

宇
宙
に
合
し
べ
ん
た
つ

鞭
撻

九
有
（
九
流
）
。
あ
に豈
以
て
が
た
き
難
を
為
さ
ん
か
な
。

嗚
乎
、
こ
こ
う

古
侯
は
果
す
望
み
有
り
て
、
我
が
公
は
は
先
生
の
所
を
知
る
、
果
し
て
之
れ
を
知
り
則
ち
今
こ
の
時
は
何
如
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ん
時
な
り
。

嗚
乎
、
今
の
洋
夷
し
ょ
う
け
つ

猖
獗
甚
だ
し
き
今
其
れ
攘
せ
ず
天
下
數
年
に
出
ず
。
其
の
服
さ
じ
ん

左
衽.

に
し
て
其
の
こ
と
ば
言
は
し
ゅ
り

侏

（
外

国
語
の
意
味
不
明
な
こ
と
）
な
り
。
之
に
加
え
比
べ
さ
い
さ
い

歳
々
豐
か
な
り
。
べ
い
か

米
價
ぎ
ょ
く
玉
の
如
く
殆
ん
ど
だ
い
き
ょ
う
こ
う

大
凶
荒
に
於
て
異
ら

ず
。
此
の
如
き
則
ち
が
い
か
ん

外
患
に
有
ら
ず
。
必
ず
な
い
へ
ん

内
變
に
有
り
や
。
今
の
天
下
眞
に
其
の
憂
う
可
し
を
知
れ
蓋
し
て
少
な
や

凡
そ
今
の
國
家
を
治
る
な
り
。
民
の
肉
を
え
ぐ

り
、
民
の
あ
ぶ
ら
膏
を
あ
つ屯
め
て
、
じ
ん
ぎ

仁
義
を
す棄
て
て
ほ
う
れ
い

法
令
は
嚴
し
く
、
し
ょ
う
お
う

商
鞅
、
り
し
李
斯

け
い
め
い

刑
名
の
ほ
う
り
つ

法
律
の
ど
れ
い

奴
隷
を
為
す
に
過
ぎ
ず
。
然
る
に
自
か
ら
得
る
に
於
て
誇
る
を
問
う
。
そ
れ
の
為
す
所
則
ち
曰
う
。
ふ
こ
く

富
國

な
り
。
き
ょ
う
へ
い

強
兵
な
り
。
問
う
ふ
こ
く

富
國
の
す
べ術
そ
れ
則
ち
、
某
海
を
う
め填
て
田
何
萬
け
い頃
を
得
る
。
某
地
に
ち
ょ楮
（
こ
う
ぞ
楮
紙
の
原
料
と
な
る
低
木
）

を
う種
え
、
利
は
何
百
い
つ鎰
を
得
る
（
金
貨
の
重
さ
の
単
位
、
二
十
四
両
）
。
ろ櫨
（
は
ぜ櫨
、
漆
の
木
）

に
於
て
は
何
萬
金
を
得
る
。
う
る
し
漆
に
於
て
は

何
千
金
を
得
る
。
酒
に
於
て
。
ま
き薪
に
於
て
。
炭
に
於
て
。
布
に
於
て
。
も
め
ん

木
綿
に
於
て
。
一
年
こ
れ
征
く
所
。
吾
が
何
億

い
つ鎰
な
る
を
そ
れ
知
ら
ず
。
其
の
き
ょ
う
へ
い

強
兵
の
す
べ術
を
問
う
。
則
ち
大
砲
や
小
銃
は
何
千
い鑄
る
。
利
は
や
り槍
に
ち
ょ
う
け
ん

長
剣
を
何
萬
と
造

る
。
且
つ
士
人
に
命
じ
て
、
各
甲
兵
（
鎧
と
甲
）

を
繕
う
。
其
の
命
令
の
嚴
し
さ
、
一
國
の
堅
甲
（
利
兵
）

期
月
に
し
て
成
る

や
。
嚴
し
く
士
人
に
命
じ
文
を
學
び
兵
を
錬
る
。
其
の
と
く
せ
き

督
責
の
急
克
く
勤
め
て
怠
り
無
く
、
國
は
既
に
冨
み
、
兵
既
に
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錬
り
、
器
械
既
に
備
わ
り
、
い
っ
た
ん
か
ん
き
ゅ
う

一
旦
有
緩
急
何
ん
ぞ
敵
に
勝
る
可
か
ら
ず
。
退
い
て
其
の
民
を
視
る
。
顔
に
さ
い
し
ょ
く

菜
色
有
り
、

口
に
え
ん
せ
い

怨
聲
が
有
り
。
曰
う
。
彼
の
大
砲
我
が
肉
な
り
。
彼
の
ち
ょ
う
け
ん

長
剣
は
我
が
あ
ぶ
ら
膏
な
り
。
其
の
士
人
を
視
れ
ば
目
を
い
か瞋
ら

せ
齒
を
切
り
て
曰
う
。
吾
が
ろ廬
を
賣
り
、
吾
が
器
を
し
ゅ
く
鬻
し
。
妻
衣
を
て
ん典
（
質
入
れ
）

し
、
児
服
を
奪
い
て
よ
う
や
漸
く
此
の
一
き
ん

を
成
す
。
其
れ
こ
う
し
ゃ

黌
舎
（
校
舎
）

の
内
に
在
り
こ
う
ぶ

講
武
の
場
は
司
の
前
に
有
り
、
則
ち
聲
を
揚
げ
て
こ
う
も
う

孔
孟
に
と
な誦
う
。
じ
ん
ぎ

仁
義
を
説

き
手
を
ふ
る揮
う
て
剣
を
舞
う
。
ひ
じ臂
を
怒
ら
せ
て
槍
を
ひ
ね撚
り
て
、
足
之
れ
蹈
む
。
こ
せ
い

皷
聲
に
合
せ
頭
之
れ
ゆ
ら揺
ぎ
、
し
ょ
う
せ
い

鐘
聲
に
合

せ
て
其
れ
に
及
ん
で
家
に
歸
り
、
則
ち
き
ち
ょ
う

飢
鳥
の
か
ご籠
を
い
っ逸
す
る
が
如
し
。
久
し
く
と
ら囚
え
ら
れ
て
ご
く獄
を
出
る
。
或
は
さ
お竿
を
取

り
て
す
い
ち
ょ
う

水
釣
を
し
て
或
は
か
ご籃
を
た
ず
さ
提
え
て
山
に
、
米
或
は
財
利
を
説
い
て
、
こ
わ
い
ろ

聲
色
を
談
る
。
口
に
は
未
だ
名
に
及
ん
で
こ
こ
ろ
嘗

み
ず
き
ょ
う
教
せ
つ
ぎ

節
義
の
事
。

あ
あ
嗟
乎
。
此
の
如
き
吾
れ
其
の
ほ
こ戈
を
未
だ
倒
さ
ず
ま
た
保
た
ず
降
し
て
賣
り
。
夫
れ
古
の
謂
所
は
富
國
強
兵
之
れ
い謂
う

と
こ
ろ
非
ら
ず
。
鹿
の
臺
に
財
を
散
じ
、
き
ょ
き
ょ
う

鉅
橋
の
し
ょ
く
粟
に
つ
か
わ
發
す
。
ろ
だ
い

露
臺
百
金
の
費
を
お
し惜
む
、
し
ば
し
ば

數
々
是
れ
そ
ぜ
い

租
税
を
免
じ

て
ろ
う
お
く

漏
屋
を
う
れ憂
え
ず
、
す
い
え
ん

炊
烟
の
起
る
を
喜
び
是
れ
書
し
て
曰
う
。
予
は
臣
三
千
有
り
て
是
せ
り
。
詩
に
曰
う
、

「
き
ょ
う
き
ょ
う

赳
々

の
ぶ
ふ
武
夫
、
こ
う
し

公
俟
う
じ
ょ
う

于
城
」
是
れ
な
り
。
故
に
ば
ん
み
ん

萬
民
富
下
に
於
て
、
則
ち
國
君
安
上
に
於
て
そ
う
り
ん

倉
廩
（
米
倉
）
か
ん
じ
ょ
う

干
上
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（
た
て盾
）

に
み
ち充
て
、
則
ち
ば
ん
み
ん

萬
民
か
ん
か

干
下
（
た
て盾
）

に
く
る困
し
み
、
未
だ
民
は
富
む
に
有
ら
ず
し
て
君
も
富
ま
ず
な
り
。
未
だ
國
富
ま
ず

し
て
兵
は
強
か
ら
ず
。
夫
れ
國
の
貧
富
は
民
の
き
ゅ
う
ひ

窮
否
と
に
在
り
。
兵
の
強
弱
民
の
服
と
否
と
に
在
り
。
是
れ
故
に
古
の

い
う
と
こ
ろ

謂
所
富
國
は
そ
う
り
ん

倉
廩
を
ふ
こ
府
庫
に
充
て
み盈
て
り
て
こ
れ
い謂
う
に
非
ら
ず
。
ひ
ゃ
く
し
ょ
う

百
姓

足
り
て
之
れ
を
い謂
う
な
り
。
古
の
い
う
と
こ
ろ

謂
所

の
強
兵
は
一
二
の
武
夫
有
る
に
非
ら
ず
か
ん
ち
ょ
う

關
張
の
如
く
は
之
れ
を
謂
う
な
り
。
ば
ん
み
ん

萬
民
一
心
之
れ
を
謂
う
な
り
。
是
れ
以

て
國
を
治
め
て
文
王
の
如
き
眞
に
い
う
と
こ
ろ

謂
所
富
國
強
兵
な
り
。
然
る
に
則
ち
こ
こ
う

古
侯
之
れ
我
が
君
の
事
、
よ
ろ
し
宜
く
文
武
に
於
い

て
は
し
ゅ
う
こ
う

周
公
且
つ
し
ょ
う
こ
う
せ
き

召
公

、
た
い
こ
う
ぼ
う

大
公
望
ご
と畢
し
こ
う
え
い
こ
う

公
榮
公
、
だ
い
て
ん
こ
う

大
顛

は
お
さ
な
夭
く
し
て
さ
ん散
じ
よ
ろ
し
宜
く
生
き
る
な
ん
き
ゅ
う
か
つ

南
宮

（
魯
の
人
、
孔
子
の

弟
子
）

の
如
く
則
ち
富
國
強
兵
何
ん
ぞ
む
ず
か
し
難

き
の
有
り
。
國
富
兵
強
ば
ん
み
ん

萬
民
一
心
則
ち
五
大
州
擧
げ
て
來
攻
亦
た
何
ん
ぞ
き

（
一
本
足
）

を
為
す
に
足
ら
ん
、
且
つ
ま
た
今
の
だ
い
ゆ
う

大
憂
だ
い
か
ん

大
患
外
夷
在
り
て
必
ず
と
せ
ず
。
が
ぎ
ょ

駕
御
宜
失
す
天
下
の
人
皆
敵
な
り
。

今
之
れ
き
け
ん

貴
顯
さ刺
す
さ
く
ら
だ

櫻
田
に
在
り
必
ず
か
ん姦
（
心
が
ね
じ
け
て
正
し
く
な
い
）

は
有
る
を
察
せ
ず
。
悪
有
り
て
黨
を
知
ら
ず
。
ひ
そ
か
私
に
悪

に
於
て
ひ
し
ゅ

匕
首
其
れ
こ
こ
う

古
侯
の
前
に
在
る
。
然
る
に
だ
い
か
ん

大
姦
索
す
如
く
大
悪
は
ゆ
う莠
（
は
ぐ
さ
莠
、
臭
い
草
、
善
に
似
て
實
は
正
し
く
な
い
）

の
如
く
、

し
ゅ朱
を
う
ば奪
い
な
え苗
を
み
だ亂
す
、
最
も
べ
ん辧
じ
む
ず
か
難
し
さ
を
為
す
。
こ
こ
う

古
侯
じ
ゅ
く
熟
し
て
諸
を
察
し
、

嗚
乎
。
い
う
と
こ
ろ

謂
所
だ
い
か
ん

大
姦
だ
い
あ
く

大
悪
或
は
士
民
の
中
に
在
り
。
亦
た
知
る
可
か
ら
ざ
り
、
こ
こ
う

古
侯
じ
ゅ
く
熟
し
諸
を
察
し
其
の
士
民
に
在
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り
知
ら
ず
。
猶
よ可
し
な
る
。
其
の
士
人
在
り
亦
た
未
だ
知
る
可
か
ら
ざ
り
。
こ
こ
う

古
侯
じ
ゅ
く
熟
し
て
諸
を
察
し
て
其
の
士
人
に

在
り
。
之
れ
を
知
了
猶
可
し
な
り
。
其
の
し
ょ
く
か
ん

屬
官
在
り
亦
た
未
だ
知
る
可
か
ら
ざ
り
。
こ
こ
う

古
侯
じ
ゅ
く
熟
し
て
諸
を
察
し
て
其
の

し
ょ
く
か
ん

屬
官
在
り
を
知
ら
ず
。
明
ら
か
に
せ
ず
亦
た
甚
だ
し
き
か
な
。
そ
し
て
猶
可
し
な
り
。
其
の
ど
う
り
ょ
う

同
僚
在
り
て
こ
れ
を
知

ら
ず
則
ち
之
の
め
く
ら
瞽
を
い謂
う
可
し
。
こ
こ
う

古
侯
じ
ゅ
く
熟
し
て
諸
を
察
し
て
夫
れ
本
を
正
し
、
源
を
清
し
て
流
れ
は
清
し
道
の
理
な

り
。
故
に
先
ず
ど
う
り
ょ
う

同
僚
の
非
を
正
し
て
後
に
し
ょ
く
か
ん

屬
官
に
及
び
。
則
ち
し
ょ
く
か
ん

屬
官
亦
た
こ
こ
う

古
侯
に
服
し
こ
の
げ
ん
め
い

嚴
明
こ
う
せ
い

公
正
曰
う
。
官

民
之
れ
私
に
せ
ず
は
此
の
如
し
。
則
ち
一
國
の
人
は
皆
曰
う
、
こ
こ
う

古
侯
の
げ
ん
め
い

嚴
明
な
り
を
此
の
如
し
。
こ
こ
う

古
侯
の
こ
う
せ
い

公
正
な
り
を

此
の
如
く
。
我
が
君
の
人
を
得
る
な
り
此
の
如
く
。
則
ち
文
王
の
化
す
内
よ
り
し
て
外
に
及
ぶ
。
ち
か邇
く
よ
り
し
て
遠
く

及
ぶ
亦
た
此
の
如
き
に
過
ぎ
ん
ず
ば
、
か
ん
け
ん

關
鵑
り
ん
し

麟
趾
（
子
孫
に
賢
人
の
多
い
例
え
）

の
化
之
れ
を
今
日
に
於
て
行
う
亦
た
甚
だ
難
き

を
為
さ
ず
。

嗚
乎
、
古
侯
出
で
萬
里
の
外
に
在
り
て
、
一
旦
犬
羊
の
ぶ
れ
い

無
禮
に
逢
う
。
則
ち
我
が
君
の
じ
ん
む

神
武
よ
く翼
以
て
一
戦
之
れ
を
み
な
ご
ろ
し

鏖

に
し
、
其
の
歸
る
に
及
ぶ
な
り
。
我
が
君
の
明
に
代
っ
て
先
ず
ど
う
り
ょ
う

同
僚
よ
り
察
し
て
後
に
し
ょ
く
か
ん

屬
官
に
及
び
。
先
ず
大
臣
よ

り
察
し
て
後
に
小
民
に
及
ぶ
。
本
よ
り
正
し
て
末
に
及
ぶ
。
源
を
清
く
し
て
よ
こ
し
ま
佞

を
除
き
か
ん姦
を
排
し
て
流
れ
に
及
ぶ
。
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以
て
せ
ん
と
く

潜
徳
の
ゆ
う
こ
う

幽
光
を
た
ん
ぱ
つ

誕
發
さ
せ
て
。
是
れ
予
め
之
れ
こ
こ
う

古
侯
よ
り
以
て
望
む
所
な
り
。
ゆ
た
か
裕
の
こ
こ
う

古
侯
に
於
て
も
と固
よ
り
一
朝

一
夕
の
交
に
非
ら
ず
。
故
に
其
の
行
い
に
於
て
、
詩
を
作
り
て
以
て
之
れ
を
戒
め
、
其
の
辭
に
曰
う
。

坦
々
古
道

た
ん
た
ん

坦
々
た
る
こ
ど
う

古
道

藜
塞
之

し
つ
れ
い藜
之
れ
を
ふ
さ塞
ぐ

赫
々
大
陽

か
く
か
く

赫
々
た
る
大
陽

浮
雲
蔽
之

ふ
う
ん

浮
雲
之
れ
を
お
お蔽
う

戒
哉
古
侯

い
ま
し
め
戒

る
か
な哉
　
こ
こ
う

古
侯

小
姦
除
之

し
ょ
う
か
ん

小
姦
　
之
れ
を
除
く

戒
哉
古
侯

い
ま
し
め
戒

る
か
な哉
　
こ
こ
う

古
侯

小
善
稱
之

し
ょ
う
ぜ
ん

小
善
　
こ
れ之
を
稱
す

明
々
君
明

め
い
め
い

明
々
の
く
ん
め
い

君
明
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古
侯
代
之

こ
こ
う

古
侯
　
こ
れ之
に
か
わ代
る

時
年
三
十
三
歳

語
釈
　
　
し
お
の
や

鹽
谷
こ
こ
う

古
侯
＝
し
お
の
や

鹽
谷
鼎
助
、
岩
国
藩
士
、
藩
校
養
老
館
で
五
竹
よ
り
五
歳
年
長
。
い惟
＝
こ
れ
、
お
も
う
に
。
き
が
い

癸
亥
＝
元
治
元
年
、
一
八
六
三
。
か
ん
さ
つ

監
察
＝
諸
官
吏
の
違
法

を
取
り
締
ま
り
、
地
方
官
庁
の
行
政
状
態
を
視
察
し
て
廻
る
官
。
こ
う
が

公
駕
＝
公
の
駕
籠
、
参
勤
交
代
で
諸
侯
の
乗
る
駕
籠
。
き
ょ
う
す
い

京
帥
＝
天
子
の
都
、
京
都
。
ぶ
ん
お
う

文
王
＝
周
代
の
聖
王
。

こ
う
ぎ
ょ
う

鴻
業
＝
帝
王
の
大
業
。
か
ん
か
ん

關
々
＝
鳥
の
和
や
か
な
鳴
き
声
。
げ
き
き
ゅ
う

鵙
鳩
＝
も
ず
百
舌
と
鳩
。
す州
＝
川
の
州
、
川
の
中
に
土
砂
が
堆
積
し
て
小
嶋
の
よ
う
に
な
っ
た
所
。
よ
う
ち
ょ
う

窈
窕
し
ゅ
く
じ
ょ

淑
女
＝
詩
関
に
、

よ
う
ち
ょ
う

窈
窕
し
ゅ
く
じ
ょ

淑
女
君
子
好
述
と
あ
る
、
よ
う
ち
ょ
う

窈
窕
宮
殿
な
ど
の
奥
深
い
さ
ま
、
し
ゅ
く
じ
ょ

淑
女
女
の
淑
や
か
で
美
し
い
さ
ま
。
く
ん
し

君
子
＝
才
徳
の
在
る
人
。
こ
う
じ
ゅ
つ

好
述
＝
好
く
述
べ
る
。
お
さ脩
め
る
＝
修
め
る
。

と
う
だ
い

凍
餒
＝
凍
り
飢
え
る
。
き
ゅ
う
ぼ
う

窮
乏
＝
乏
し
く
困
窮
。
じ邇
＝
近
い
、
近
く
。
こ
う
て
ん

皇
天
＝
大
い
な
る
天
、
天
の
敬
称
、
天
帝
、
上
帝
。
け
ん
ゆ
う

眷
佑
＝
振
り
返
っ
て
助
け
る
。
た
ん誕
＝
大
い
に
。

け
つ
め
い

厥
命
＝
そ
の
命
令
。
せ
い齊
か
ん桓
し
ん晋
ぶ
ん文
＝
春
秋
時
代
せ
い齊
の
か
ん桓
公
、
し
ん晋
の
ぶ
ん文
公
共
に
こ
の
時
代
の
五
人
の
覇
者
の
中
。
は
い輩
＝
や
か
ら
輩
。
い
わ
ゆ
る

所
謂
＝
何
を
言
い
た
い
か
、
そ
れ
だ
か
ら
。
か
り假
に
＝
仮
に
。

は
ぎ
ょ
う

覇
業
＝
王
と
成
る
為
の
戦
い
。
ぎ
ょ
う
こ
う

僥
倖
＝
思
い
が
け
な
い
幸
せ
、
こ
れ
幸
い
。
こ
う
し

孔
子
＝
儒
学
の
始
祖
。
し
と
く

至
徳
＝
至
っ
て
徳
の
あ
る
人
。
い
く
い
く

郁
々
＝
香
気
の
盛
ん
な
こ
と
。
け
つ
ご

厥
後
＝
其
の

後
。
せ
い
お
う

聖
王
＝
聖
帝
、
聖
天
子
、
優
れ
た
天
子
。
ぶ
お
う

武
王
＝
殷
を
滅
ぼ
し
て
周
王
朝
を
建
國
下
天
子
。
し
ゅ
う
こ
う

周
公
＝
ぶ
お
う

武
王
の
弟
で
摂
政
と
し
て
周
の
制
度
を
創
立
二
代
目
の
成
王
を
補
佐
し

た
。
せ
い
じ
ん

聖
人
＝
知
徳
の
優
れ
た
最
高
の
人
格
者
。
し
ゅ
う
し
つ

周
室
＝
周
の
王
室
。
が
い慨
＝
嘆
く
、
嘆
息
。
と
う
し
ゅ
う

東
周
＝
前
四
０
三
よ
り
前
二
五
六
。
ち
ゅ
う
と

中
都
＝
　
さ
い宰
＝
司
る
、
治
め
る
。
ろ魯
＝
孔
子
の
生

ま
れ
た
國
。
も
う
し

孟
子
＝
周
の
時
代
の
指
導
者
、
孔
子
の
後
を
継
い
で
、
其
の
説
を
発
展
さ
せ
た
、
四
書
。
し
ゅ
う
ど
う

周
道
＝
周
の
政
治
。
ゆ愈
＝
い
よ
い
よ
。
す
い衰
＝
衰
え
る
。
じ
お
う

時
王
＝
時
の
王
。

お
う
ど
う

王
道
＝
王
の
執
る
べ
き
道
。
ち
え
知
慧
＝
英
知
。
い
え
ど
も
雖

＝
け
れ
ど
も
、
こ
れ
、
も
し
。
じ
き器
＝
鍬
、
鋤
、
田
畑
を
耕
す
道
具
。
う
は
ん

迂
反
＝
曲
が
り
反
す
る
、
回
り
道
。
と
う
せ
い

當
世
＝
此
の
世
、
今

頃
。
こ
う
も
う

孔
孟
＝
孔
子
と
孟
子
。
せ
い
じ
ん

聖
人
＝
聖
者
。
ほ
う
ば
い霾
＝
ほ
う

、
盛
ん
に
雪
が
降
る
、
ば
い霾
、
大
風
が
土
砂
を
巻
き
上
げ
る
。
こ
こ
う

古
侯
＝
鹽
谷
鼎
助
、
語
源
は
漢
の
召
平
は
元
秦
の
東
陵
公
で
あ

っ
た
の
で
こ
こ
う

古
侯
と
い
う
、
彼
が
秦
の
滅
亡
後
庶
民
と
な
り
長
城
の
東
で
瓜
を
植
え
て
貧
し
い
生
活
を
し
て
い
た
こ
と
。
へ
い
ご

丙
午
＝
弘
化
四
年
、
一
八
四
六
。
と
し歳
＝
年
。
こ
う
と

江
都
＝
江
戸
。
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こ
う
え
ん

香
鹽
先
生
＝
鹽
谷
鼎
助
、
こ
こ
う

古
侯
。
こ
う
の
だ
い

鴻
之
臺
＝
　
み観
る
＝
見
る
。
き
か
ん

奇
観
＝
壮
観
、
珍
し
い
、
不
思
議
な
眺
め
。
り
ょ
う
り
ょ
う

寥
々

＝
寂
寥
、
寂
し
い
。
こ
し
古
址
＝
古
跡
。
ぼ
う
ぼ
う

茫
々
＝
広
々
と
し
て
い
る

さ
ま
。
こ
う
そ
う

荒
草
＝
荒
れ
草
。
ど
う
じ
ゃ
く

瞠
若
＝
驚
き
呆
れ
目
を
見
張
る
。
け
だ
し
蓋
＝
思
う
に
、
む
し
ろ
、
な
ん
ぞ
。
ご
う
け
つ

豪
傑
＝
才
知
が
衆
に
優
れ
た
人
物
、
武
勇
が
人
に
優
れ
た
人
物
。
い
わ
ん
や
况

＝
ま
し

て
、
ま
し
て
、
こ
こ
に
、
あ
り
さ
ま
、
近
況
。
ぶ
ん
と
く

文
徳
＝
礼
樂
、
礼
節
と
音
楽
に
よ
っ
て
人
々
を
心
服
さ
せ
る
徳
、
文
教
や
学
問
に
よ
る
徳
。
あ
さ脩
め
＝
修
め
る
。
じ
ん
ぎ

仁
義
＝
。
仁
、
親
愛

の
心
と
義
、
道
理
に
適
う
こ
と
、
道
徳
の
総
称
。
う
ち
ゅ
う

宇
宙
＝
四
方
上
下
と
古
今
、
宇
は
空
間
、
宙
は
時
間
。
べ
ん
た
つ

鞭
撻
＝
む
ち
打
つ
、
励
ま
す
。
し
ょ
う
け
つ

猖
獗
＝
勢
い
が
盛
ん
で
、
荒
れ
狂
う
。
は
ら攘

う
＝
打
ち
払
う
、
追
い
払
う
。
さ
じ
ん

左
衽
＝
左
衿
、
お
く
み
。
し
ゅ
り

侏

＝
中
国
西
方
の
蛮
人
の
音
楽
転
じ
て
外
国
語
の
意
味
、
不
明
な
さ
ま
、
ぺ
ち
ゃ
く
ち
ゃ
。
さ
い
さ
い

歳
々
＝
年
々
。

ほ
う豐
＝
豊
か
に
。
だ
い
き
ょ
う
こ
う

大
凶
荒
＝
大
変
に
穀
物
が
実
ら
な
い
凶
作
、
不
作
。
が
い
か
ん

外
患
＝
外
国
か
ら
攻
め
ら
れ
る
災
い
。
な
い
へ
ん

内
變
＝
内
憂
、
内
乱
。
べ
い
か

米
價
＝
米
の
値
段
。
ぎ
ょ
く
玉
＝
宝
玉
、
真
珠
等
。

す棄
て
＝
棄
却
、
捨
て
。
ほ
う
れ
い

法
令
＝
法
律
と
命
令
。
し
ょ
う
お
う

商
鞅
＝
姓
は
公
孫
、
名
は
鞅
、
秦
の
孝
公
に
仕
え
、
於
、
商
の
地
に
封
じ
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
お
う

商
鞅
、
商
君
と
も
言
う
、
秦
の
法
律
や
土

地
制
度
を
改
め
刑
罰
を
厳
し
く
し
た
。
り
し
李
斯
＝
秦
の
政
治
家
。
け
い
め
い

刑
名
＝
刑
名
學
と
い
う
学
説
、
刑
罰
の
名
。
ほ
う
り
つ

法
律
＝
標
準
と
な
る
定
め
、
し
て
は
な
ら
な
い
掟
。
ど
れ
い

奴
隷
＝
下
僕
、
奴
、

昔
戦
争
で
捕
虜
に
な
っ
た
り
、
競
馬
杖
尾
受
け
た
り
、
売
買
さ
れ
て
、
自
由
を
認
め
ら
れ
ず
強
制
労
働
さ
せ
ら
れ
他
人
。
ふ
こ
く

富
國
＝
国
力
が
益
こ
と
。
き
ょ
う
へ
い

強
兵
＝
軍
備
が
増
大
す
る
。
こ
う膏

＝
肉
と
脂
。
と
ん屯
＝
た
む
ろ
屯
、
な
や
む
。
て
ん填
＝
埋
め
る
、
充
填
。
け
い頃
＝
半
歩
、
歩
幅
の
単
位
。
ち
ょ楮
＝
こ
う
ぞ
楮
、
和
紙
の
原
料
。
い
つ鎰
＝
金
貨
の
単
位
、
二
十
両
、
一
説
に
二
十
四
両
と
の
説
も
あ

る
。
ろ櫨
＝
き
は
ぜ

黄
櫨
、は
ぜ櫨
、う
る
し
漆
、
果
実
か
ら
蝋
を
と
る
。
利
そ
う槍
＝
や
り槍
の
方
が
利
。ち
ょ
う
け
ん

長
剣
＝
長
い
剣
。よ
ろ
い
甲
＝
鎧
、
甲
。つ
く
ろ
繕
う
＝
修
繕
。ち
ゅ
う
鑄
＝
鋳
物
。と
く
せ
き

督
責
＝
監
督
、
督
促
の
責
務
。
い
っ
た
ん
か
ん
き
ゅ
う

一
旦
有
緩
急

＝
一
度
國
に
大
事
が
起
こ
る
な
ら
ば
。
さ
い
し
ょ
く

菜
色
＝
青
菜
の
色
、
青
い
顔
を
。
え
ん
せ
い

怨
聲
＝
怨
む
声
。
か
の彼
ち
ょ
う
け
ん

長
剣
＝
あ
の
長
剣
。
我
の
こ
う膏
＝
自
分
の
血
と
脂
。
目
を
し
ん
し

瞋
齒
を
せ
つ切
＝
眦
を
あ
げ
て

歯
ぎ
し
り
、
怒
り
目
を
剥
き
歯
を
く
い
し
ば
る
。
ろ廬
＝
家
。
し
ゅ
く
鬻
＝
粥
、
売
る
。
妻
の
衣
て
ん典
＝
典
、
質
入
れ
す
る
こ
と
、
妻
の
着
物
を
質
入
れ
す
る
こ
と
。
よ
う
や
漸
く
＝
や
っ
と
。
一
き
ん

＝
　
こ
う
し
ゃ

黌
舎
＝
学
舎
、
學
校
。
こ
う
ぶ

講
武
＝
武
術
の
道
場
。
し司
＝
司
る
、
上
司
。
こ
う
も
う

孔
孟
＝
孔
子
と
孟
子
。
手
ふ
る揮
い
＝
手
を
揮
い
。
ひ臂
＝
肘
、
肱
。
ね撚
る
＝
よ撚
る
。
こ
せ
い

皷
聲
＝
太
鼓
の
音
。
ゆ
す揺
り

＝
ゆ揺
り
。
し
ょ
う
せ
い

鐘
聲
＝
鐘
の
音
。
き
ち
ょ
う

飢
鳥
＝
飢
え
た
鳥
。
し
ゅ
う
囚
＝
囚
わ
れ
る
。
ろ
う籠
＝
か
ご籠
。
い
っ逸
す
＝
逃
げ
る
。
ご
く獄
＝
牢
獄
。
す
い
ち
ょ
う

水
釣
＝
川
で
魚
を
釣
る
。
ら
ん籃
＝
魚
を
入
れ
る
籠
。
さ提
げ
＝
提
げ

て
、
持
っ
て
。
さ
お竿
＝
釣
り
竿
。
こ
わ
い
ろ

聲
色
＝
声
を
似
せ
て
。
め
い
き
ょ
う

名
教
＝
名
分
に
関
す
る
教
え
、
道
徳
上
の
教
え
、
聖
人
の
教
え
、
儒
教
の
教
え
。
せ
つ
ぎ

節
義
＝
節
操
と
道
義
。
か
っ嘗
て
＝
嘗
め
る
、

試
み
る
、
か
っ
て
、
以
前
。
さ嗟
＝
嘆
き
悲
し
む
声
。
ほ
こ戈
＝
矛
、
鉾
、
鉾
。
ろ
く
だ
い

鹿
臺
＝
　
き
ょ
き
ょ
う

鉅
橋
の
し
ょ
く
粟
＝
殷
の
紂
王
の
米
倉
の
名
。
ろ
だ
い

露
臺
＝
天
子
の
天
文
観
測
の
台
。
そ
ぜ
い

租
税
＝
人
民
が
収
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入
の
一
部
分
を
政
府
に
強
制
的
に
収
め
さ
せ
ら
れ
る
も
の
、
年
貢
。
ま
ぬ
が
免
れ
＝
免
除
。
ろ
う
お
く

漏
屋
＝
雨
の
漏
る
家
、
あ
ば
ら
屋
。
う
れ憂
え
ず
＝
憂
い
に
思
わ
な
い
。

す
い
え
ん

炊
烟
＝
炊
事
の
煙
り
。
き
ょ
う
き
ょ
う

赳
々

＝
逞
し
い
、
勇
ま
し
い
さ
ま
。
ぶ
ふ
武
夫
＝
武
士
、
武
人
。
こ
う
こ
う

公
侯
＝
爵
位
で
公
と
候
、
身
分
の
高
い
人
。
ば
ん
み
ん

萬
民
＝
人
民
、
全
て
に
国
民
。
そ
う
り
ん

倉
廩
＝
米
倉
。

ふ
こ
府
庫
＝
政
府
の
倉
庫
。
え
い盈
＝
満
ち
る
、
充
ち
る
、
孕
む
。
ひ
ゃ
く
し
ょ
う

百
姓

＝
農
民
。
か
ん
ち
ょ
う

關
張
＝
関
羽
と
張
飛
。
し
ゅ
う
こ
う

周
公
＝
文
王
の
子
で
武
王
の
弟
。
し
ょ
う
こ
う
せ
き

召
公

＝
周
公
と
協
力
し
て
成
王
を
助

け
周
王
國
を
発
展
さ
せ
た
。
た
い
こ
う
ぼ
う

大
公
望
＝
太
公
、
父
の
こ
と
、
周
の
文
王
の
賢
臣
呂
尚
を
言
う
、
呂
尚
が
渭
水
の
岸
で
魚
釣
り
を
し
て
い
た
と
き
文
王
が
み
い
だ
し
、
我
が
太
公
が
（
父
）

待
ち
望
ん
で
い
る
人
物
だ
と
喜
び
、
太
公
望
と
よ
ん
だ
、
武
王
を
助
け
殷
の
紂
王
を
滅
ぼ
し
功
に
よ
っ
て
齊
の
封
じ
ら
れ
た
、
転
じ
て
魚
釣
り
を
州
流
人
、
釣
り
好
き
な
人
。
ひ
つ畢
＝

悉
く
、
み
な
、
終
わ
る
。
こ
う
え
い
こ
う

公
榮
公
＝
　
だ
い
て
ん
こ
う

大
顛

＝
　
よ
う
さ
ん

夭
散
＝
若
く
し
て
死
ぬ
。
よ
ろ
し
宜
く
＝
良
い
。
な
ん
か
つ

南

＝
孔
子
の
弟
子
南
宮

。
ぶ
ん
ぶ

文
武
＝
文
王
と
武
王
。
だ
い
ゆ
う

大
憂
＝
大
き
な
憂
い
。
だ
い
か
ん

大
患

＝
大
き
な
患
い
。
が
ぎ
ょ

駕
御
＝
駕
籠
に
乗
る
。
き
け
ん

貴
顯
＝
身
分
が
高
く
有
名
な
こ
と
。
ひ
し
ゅ

匕
首
＝
あ
い
く
ち

匕
首
、
ド
ス
、
短
刀
。
だ
い
か
ん

大
姦
＝
大
悪
人
、
心
が
拗
け
て
正
し
く
。
し紫
の
如
し
＝
心
が
紫
黒
に
。

じ
ゅ
く
熟
＝
好
く
考
え
る
、
じ
っ
く
り
と
。
し
ょ
さ
つ

諸
察
＝
諸
諸
の
こ
と
を
監
察
。
さ
く
ら
だ

櫻
田
＝
桜
田
門
の
變
。
か
ん姦
＝
邪
、
淫
ら
。
か
ん
と
う

姦
黨
＝
邪
、
淫
ら
な
徒
党
。
ゆ
う莠
＝
は
ぐ
さ
、
水
田
に
生
え
稲
を
害

す
、
見
た
目
は
良
く
て
実
は
有
害
な
も
の
。
だ
い
あ
く

大
悪
＝
大
悪
人
。
し
ょ
く
か
ん

屬
官
＝
官
吏
。
ど
う
り
ょ
う

同
僚
＝
仲
間
、
友
人
。
こ瞽
＝
目
の
不
自
由
な
人
。
げ
ん
め
い

嚴
明
＝
厳
し
く
明
朗
。
こ
う
せ
い

公
正
＝
公
平
で
正
し
い
。

じ
ん
む

神
武
＝
天
子
の
先
祖
。
よ
く翼
＝
輔
翼
、
助
け
る
。
お
う鏖
＝
皆
殺
し
。
で
い佞
＝
お
も
ね
阿
る
、
へ
つ
ら
諂
う
。
た
ん誕
＝
大
い
に
。
せ
ん
と
く

潜
徳
＝
徳
を
包
み
隠
す
、
世
に
知
ら
れ
な
い
美
徳
。
ゆ
う
こ
う

幽
光
＝
幽
玄
な
光
。
ゆ
た
か
裕

＝
五
竹
。
ぎ
ょ
う
行
＝
儒
学
の
行
。
じ邇
＝
近
い
、
近
く
。
か
ん
げ
き

關
鵑
＝
か
ん
げ
き

關
鵑
、
百
舌
が
鳴
く
。
り
ん
し

麟
趾
＝
麒
麟
の
跡
。
た
ん
た
ん

坦
々
＝
平
坦
な
さ
ま
。
こ
ど
う

古
道
＝
古
い
教
え
、
道
。
し
つ
り

＝
は
ま
び
し
を
象

っ
た
鉄
又
は
木
の
武
器
。
か
く
か
く

赫
々
＝
赤
い
、
明
る
い
。
ふ
う
ん

浮
雲
＝
浮
き
雲
。
い
ま
し
め
戒

る
＝
訓
戒
。
し
ょ
う
か
ん

小
姦
＝
小
悪
党
。
し
ょ
う
ぜ
ん

小
善
＝
小
さ
な
善
。
め
い
め
い

明
々
＝
明
ら
か
、
明
白
。
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５
　

讀
駿
臺
雜
話

予
讀
駿
臺
雜
話
。
至
其
説
離
騷
。
喟
然
而
嘆
曰
。
善
矣
哉
。
鳩
巣
翁
之
説
離
騷
也
。
誠
如
是
乎
。
天
下
無
為
不
善
者
乎
。
其
言
曰
。
離

騷
之
要
。
在
篇
端
數
語
。
曰
。
帝
高
陽
之
苗
裔
兮
朕
皇
考
曰
伯
庸
。
是
言
也
。
與
六
朝
士
大
夫
之
誇
門
地
。
日
本
武
夫
之
呼
王
孫
者
。

大
不
同
也
。
凡
人
之
為
不
善
。
為
忘
祖
先
父
母
之
故
也
。
屈
子
以
為
。
身
以
帝
高
陽
為
鼻
祖
。
而
以
伯
庸
為
皇
考
。
為
善
人
良
家
之
後
。

則
其
言
行
之
悪
可
以
辱
祖
先
父
母
。
不
獨
身
也
。
故
一
行
。
顧
其
祖
。
一
言
。
思
其
親
。
忠
孝
之
意
至
矣
。
予
也
。
生
蠻
夷
猾
夏
之
時
。

其
懷
大
耻
。
不
獨
原
一
身
之
不
幸
也
。
常
以
為
。
予
也
雖
微
。
亦
神
州
之
民
也
。
神
州
之
民
。
而
誰
非
神
聖
之
苗
裔
者
。
然
則
藐
焉
吾

身
。
亦
不
可
不
重
焉
。
毎
思
洋
夷
之
猖
獗
。
不
覺
涕
泗
交
頤
。
嘆
曰
。
嗚
乎
。
今
日
之
時
何
如
時
耶
。
姦
人
誤
國
。
使
犬
羊
坐
大
。
宸

衷
之
苦
楚
。
其
何
如
哉
。
為
之
臣
子
者
。

然
坐
視
之
時
哉
。
而
今
也
。
神
州
之
民
。
神
聖
之
苗
裔
。
而
服
夷
之
服
。
法
夷
之
法
。
名

夷
之
名
。
屈
膝
犬
羊
。
師
之
。
甘
為
腥
羶
之
奴
隷
者
。
滔
々
皆
是
。
吁
是
何
心
哉
。
其
無
義
無
恥
。
一
至
于
此
乎
。
使
其
少
知
屈
子
之

心
。
恥
辱
一
身
之
為
辱
神
祖
。
辱
一
身
之
為
辱
神
州
乎
。
則
其
無
羞
悪
之
心
。
或
不
至
于
此
矣
。
昔
者
孟
子
之
賢
闢
揚
墨
。
不
免
好
辧

之
名
。
予
之
不
佞
。
尊
天
朝
而
抑
夷
狄
。
誦
孔
子
之
法
於
衆
楚
之
間
。
人
不
以
為
狂
。
則
以
為
妄
。
其
苦
心
。
比
原
何
如
也
哉
。
嗚
乎
。
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鳩
巣
翁
。
生
千
載
之
後
。
深
知
原
之
心
。
原
也
得
知
己
矣
。
予
也
生
于
千
載
之
後
。
其
心
與
原
諳
合
。
原
也 

矣
。
翁
也
逝
矣
。
吾
誰

與
語
其
胸
懷
哉
。
嗚
乎
。

此
篇
係
三
十
四
五
歳
作

釈
文

し
ゅ
ん
だ
い

駿
臺
ざ
つ
わ

雜
話
を
よ
む讀
む

わ
れ予
「
し
ゅ
ん
だ
い

駿
臺
ざ
つ
わ

雜
話
」
を
よ
む讀
む
。
其
れ
り
そ
う

離
騷
の
説
に
至
る
。
き
ぜ
ん

喟
然
（
嘆
息
）

し
て
嘆
き
て
善
き
か
な
。
き
ゅ
う
そ
う
お
う

鳩
巣
翁
（
駿
臺
雜
話
の
著
者
）

り
そ
う

離
騷
の
説
は
誠
に
是
れ
如
く
、
天
下
に
ふ
ぜ
ん

不
善
を
為
す
者
は
無
し
の
言
に
曰
う
。
り
そ
う

離
騷
の
要
は
篇
端
の
數
語
に
在
り
て
、

み
か
ど
帝
こ
う
よ
う

高
陽
（
太
古
の
天
子
せ
ん
ぎ
ょ
く
の
こ
と
）

の
び
ょ
う
え
い

苗
裔
（
遠
い
子
孫
）
ち
ん朕
こ
う考
は
く
よ
う

伯
庸
の
曰
く
に
は
。
是
の
言
は
ろ
く
ち
ょ
う

六
朝
士
だ
い
ふ

大
夫
こ
れ
も
ん
ち

門
地

に
ほ
こ誇
り
。
や
ま
と
た
け
る

日
本
武
夫
の
お
う
そ
ん

王
孫
と
呼
び
だ
い
ど
う

大
同
せ
ず
。
凡
人
の
ふ
ぜ
ん

不
善
を
為
す
。
祖
先
父
母
の
忘
れ
を
為
す
は
之
れ
故
な
り
。

く
つ
し

屈
子
（
屈
原
）

以
て
為
す
。
身
は
み
か
ど
帝
こ
う
よ
う

高
陽
を
以
て
び
そ
鼻
祖
（
第
一
の
子
孫
、
最
初
に
物
事
を
始
め
た
人
）

と
為
す
。
そ
し
て
は
く
よ
う

伯
庸
の
こ
う
こ
う

皇
考
を

為
す
。
ぜ
ん
に
ん

善
人
り
ょ
う
け

良
家
の
後
に
為
す
。
則
ち
其
の
言
行
の
悪
し
き
は
祖
先
父
母
を
は
ず
か
し
辱

め
以
て
す
可
し
。
獨
り
身
に
せ
ず
故
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に
一
つ
の
行
な
い
は
其
の
祖
を
か
え
り
み
顧

る
。
一
言
其
の
親
思
う
ち
ゅ
う
こ
う

忠
孝
の
意
至
り
る
。

予
は
ば
ん
い

蠻
夷
夏
を
か
つ猾
す
の
時
に
生
れ
。
其
の
大
耻
（
大
き
な
恥
）

を
懷
う
。
獨
り
げ
ん原
し子
一
身
の
不
幸
に
せ
ず
常
に
以
て
為
す
。

わ
れ予
な
り
び微
な
り
と
い
え
ど
雖
も
亦
神
州
の
民
な
り
。
神
州
の
民
に
し
て
誰
が
し
ん
せ
い

神
聖
の
び
ょ
う
え
い

苗
裔
に
非
ら
ず
。
然
る
に
則
ち
か
ろ藐
ん
じ

お
る
吾
身
亦
重
か
ら
ず
可
か
ざ
る
。
よ
う
い

洋
夷
の
し
ょ
う
け
つ

猖
獗
（
勢
い
が
盛
ん
で
荒
れ
狂
う
）
を

思
う
毎
に
て
い涕
し泗
あ
ご頤
を
こ
も
ご
交
も
覺
え
ず
。
嘆
い

て
曰
う
。
嗚
乎
。
今
日
こ
の
時
い
か
が

何
如
な
る
時
ぞ
。
か
ん
じ
ん

姦
人
（
心
の
よ
こ
し
ま
邪

な
人
）

國
を
誤
り
。
け
ん
よ
う

犬
羊
坐
大
に
し使
し
て
。
し
ん
ち
ゅ
う

宸
衷
（
天
子

の
心
の
中
）

の
く
そ
苦
楚
其
れ
い
か
何
如
ば
か
り
か
な
、
こ
の
臣
子
為
す
は
て
ん
ぜ
ん然
（
の
ん
び
り
平
気
で
）

ざ
し
坐
視
の
時
な
る
か
な
。
今
神
州
の
民

し
ん
せ
い

神
聖
の
び
ょ
う
え
い

苗
裔
夷
の
服
を
き服
て
、
夷
の
法
を
の
っ
と
法
り
夷
の
名
を
名
し
て
、
ひ
ざ膝
を
け
ん
よ
う

犬
羊
屈
し
て
、
こ
の
ひ
き師
い
る
に
甘
ん
じ
て
、

せ
い
せ
ん

腥
羶
の
ど
れ
い

奴
隷
を
為
す
。
と
う
と
う

滔
々
（
盛
ん
に
乱
れ
る
さ
ま
）
あ
あ吁
（
嘆
き
疑
う
）

是
れ
何
た
る
心
か
な
。
其
れ
義
無
く
恥
無
く
い
つ一
に
こ
こ
に

至
る
。
其
れ
少
し
で
も
屈
子
の
心
を
知
れ
。
一
身
之
れ
し
ん
そ

神
祖
の
は
ず
か
辱
し
め
為
す
。
一
身
の
は
ず
か
辱
し
め
を
知
れ
、
之
れ
神
州

の
は
ず
か
辱
し
め
を
為
す
。
則
ち
し
ゅ
う
あ
く

羞
悪
の
心
無
し
或
は
至
ら
ず
、
昔
者
も
う
し

孟
子
の
賢
さ
へ
き闢
よ
う
ぼ
く

揚
墨
。
之
の
わ
き
ま
辧
え
を
好
く
免
れ
ず
。

予
は
之
の
ふ
て
い

不
佞
て
ん
ち
ょ
う

天
朝
を
尊
び
い
て
き

夷
狄
そ
も
そ
抑
も
、
こ
う
し

孔
子
の
法
を
と
な誦
え
て
し
ゅ
う
そ

衆
楚
に
問
う
。
人
は
以
て
狂
と
為
し
て
為
ざ
る
。
則

ち
み
だ
り
妄
を
為
し
て
其
の
苦
心
げ
ん原
子
に
比
べ
て
い
か
に

何
如
や
。
嗚
乎
。
き
ゅ
う
そ
う
お
う

鳩
巣
翁
ぜ
ん
ざ
い

千
載
の
後
生
れ
。
そ
の
心
深
く
げ
ん原
子
の
心
を
知
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り
。
げ
ん原
し
な
り
を
己
に
知
り
得
る
。
予
ま
た
ぜ
ん
ざ
い

千
載
の
後
に
生
れ
。
其
の
心
げ
ん原
子
と
か
た諳
り
合
わ
ん
。
原
子
ま
た
は
る

か
な
る
。

翁
ま
た
ゆ逝
く
。
吾
れ
誰
と
と
も
に
其
の
き
ょ
う
か
い

胸
懷
を
語
ら
ん
か
な
。
あ
あ
嗚
乎
。

（
此
篇
三
十
四
、
五
歳
）

語
釈
　
　
し
ゅ
ん
だ
い

駿
臺
ざ
つ
わ

雜
話
＝
書
名
、
五
巻
、
江
戸
時
代
の
儒
者
、
室
鳩
巣
の
著
、
儒
教
中
心
の
道
徳
、
政
治
、
文
学
に
関
す
る
随
筆
。
り
そ
う

離
騷
＝
楚
辞
の
編
名
、
戦
国
時
代
、
楚
の

屈
原
が
王
に
信
任
さ
れ
な
い
憂
い
を
述
べ
た
も
の
、
離
は
罹
、
騒
は
憂
い
で
憂
い
に
あ
う
と
い
う
意
、
い
っ
せ
つ
に
追
放
さ
れ
國
か
ら
離
れ
る
憂
い
を
述
べ
た
も
の
と
い
う
。
き
ぜ
ん

喟
然

＝
嘆
く
さ
ま
。
き
ゅ
う
そ
う
お
う

鳩
巣
翁
＝
江
戸
時
代
の
儒
者
、
室
鳩
巣
。
ふ
ぜ
ん

不
善
＝
善
で
な
い
、
悪
。
端
数
＝
半
端
な
数
。
み
か
ど
帝
こ
う
よ
う

高
陽
＝
太
古
の
天
子
黄
帝
の
孫
で
こ
う
よ
う

高
陽
國
を
建
て
た
の
で
こ
う
よ
う

高
陽
氏
と

い
う
。
び
ょ
う
え
い

苗
裔
＝
遠
い
子
孫
。
け
い兮
＝
主
語
や
文
の
後
に
つ
け
て
感
嘆
や
強
調
の
語
気
を
表
す
助
字
。
ち
ん朕
＝
天
子
が
自
分
の
こ
と
を
指
す
。
こ
う
こ
う

皇
考
＝
天
子
の
亡
く
な
っ
た
父
、
先
代
。

は
く
よ
う

伯
庸
＝
こ
う
こ
う

皇
考
。
ろ
く
ち
ょ
う

六
朝
＝
三
国
時
代
の
呉
お
よ
び
南
北
朝
時
代
の
南
朝
の
東
晋
、
宋
、
齊
、
梁
、
陳
の
六
王
朝
。
だ
い
ふ

大
夫
＝
周
代
、
天
子
、
諸
侯
に
仕
え
た
官
吏
の
身
分
の
一
つ
。
も
ん
ち

門
地

＝
家
柄
、
家
格
。
ほ
こ誇
る
＝
誇
り
、
誇
示
。
や
ま
と
た
け
る

日
本
武
夫
＝
　
お
う
そ
ん

王
孫
＝
王
の
孫
、
王
の
子
孫
。
く
つ
し

屈
子
＝
屈
原
を
い
う
。
び
そ
鼻
祖
＝
第
一
の
先
祖
、
始
祖
、
元
祖
、
最
初
に
物
事
を
始
め
た
人
。

ぜ
ん
に
ん

善
人
＝
良
い
人
。
り
ょ
う
け

良
家
＝
良
い
生
活
を
し
て
い
る
家
庭
、
家
柄
の
良
い
家
庭
。
は
ず
か
し
辱

め
＝
屈
辱
。
か
え
り
み
顧

る
＝
振
り
返
る
。
ち
ゅ
う
こ
う

忠
孝
＝
忠
義
と
孝
行
。
ば
ん
い

蠻
夷
＝
野
蛮
な
夷
狄
。
か
つ猾
＝
狡

猾
、
悪
る
賢
い
。
げ
ん原
＝
屈
原
。
び微
＝
微
禄
、
僅
か
、
微
小
。
い
え
ど
も
雖

＝
け
れ
ど
も
、
た
と
い
。
し
ん
せ
い

神
聖
＝
人
格
の
完
全
無
欠
な
こ
と
、
後
世
時
の
天
子
を
称
え
る
こ
と
ば
。
ぼ
う藐
＝
姿
形
、

小
さ
く
て
幽
か
な
。
よ
う
い

洋
夷
＝
西
洋
の
夷
狄
。
し
ょ
う
け
つ

猖
獗
＝
勢
い
が
盛
ん
で
荒
れ
狂
う
。
て
い
し

涕
泗
＝
涙
と
と
も
に
鼻
水
が
で
る
。
い
こ
う

頤
交
＝
顎
を
し
ゃ
く
り
あ
げ
て
、
泣
く
。
て
ん
ぜ
ん然
＝
平
気
な
、

平
然
。
ざ
し
坐
視
＝
坐
っ
て
視
る
、
何
も
し
な
い
。
か
ん
じ
ん

姦
人
＝
心
の
邪
な
人
、
悪
者
。
け
ん
よ
う

犬
羊
＝
西
洋
人
の
蔑
称
。
し
ん
ち
ゅ
う

宸
衷
＝
天
子
の
苦
衷
。
く
そ
苦
楚
＝
苦
し
み
む
ち
打
つ
、
楚
、
荊
、
に
ん
じ

ん
木
、
杖
、
む
ち
打
つ
、
昔
師
は
弟
子
を
訓
戒
す
る
の
に
に
ん
じ
ん
ぼ
く
の
杖
を
用
い
た
。
せ
い
せ
ん

腥
羶
＝
生
臭
い
、
西
洋
人
。
ど
れ
い

奴
隷
＝
僕
、
下
男
、
昔
戦
争
で
捕
虜
に
な
っ
た
り
、
刑
罰
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を
受
け
た
り
、
売
買
さ
れ
た
り
し
て
、
自
由
を
認
め
ら
れ
ず
、
強
制
労
働
さ
せ
ら
れ
た
人
。
と
う
と
う

滔
々
＝
水
の
勢
い
良
く
流
れ
る
さ
ま
。
し
ん
そ

神
祖
＝
偉
大
な
功
績
の
あ
る
先
祖
、
天
照
大
神

の
尊
称
、
江
戸
時
代
、
徳
川
家
康
の
尊
称
。
う吁
＝
感
嘆
詞
。
も
う
し

孟
子
＝
孟
浩
然
、
盛
唐
の
詩
人
。
け
ん賢
＝
賢
人
。
よ
う
ぼ
く

揚
墨
＝
戦
国
時
代
の
思
想
家
、
揚
朱
と
墨

。
へ
き闢
＝
拓
く
、
拓
け
る
。

べ
ん辧
＝
弁
え
る
、
弁
じ
る
。
し
ゅ
う
あ
く

羞
悪
＝
自
分
の
悪
い
点
を
恥
じ
、
人
の
悪
い
点
を
憎
む
。
で
い佞
＝
お
も
ね
阿
る
、
へ
つ
ら
諂
う
、
よ
こ
し
ま
邪

、
口
が
う
ま
い
。
て
ん
ち
ょ
う

天
朝
＝
天
子
の
朝
廷
。
い
て
き

夷
狄
＝
外
国
人
。
よ
く抑

＝
抑
留
、
抑
え
る
、
そ
も
そ
抑
も
。
こ
う
し

孔
子
＝
儒
教
の
始
祖
、
春
秋
を
著
わ
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
し
ゅ
う
そ

衆
楚
＝
多
く
の
人
を
、
む
ち
打
ち
訓
戒
し
た
。
し
ょ
う
誦
＝
唱
え
る
。
せ
ん
ざ
い

千
載
＝
千
年
。
ち
き
知
己
＝

自
分
の
心
や
値
打
ち
を
良
く
知
っ
て
く
れ
る
人
、
親
友
、
知
友
。
あ
ん
ご
う

諳
合
＝
暗
唱
し
合
う
、
十
分
に
心
得
る
、
熟
達
し
て
い
る
。
ぼ
う

＝
遥
か
に
遠
い
、
侮
る
。
ゆ逝
く
＝
逝
去
、
死
ぬ
。

き
ょ
う
か
い

胸
懷
＝
胸
の
思
い
、
心
の
中
、
胸
襟
。
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６
　

尊
攘
社
人
名
録
序

恭
惟
。
我
神
州
天
日
之
嗣
。
世
御
宸
極
。
萬
古
無
革
命
。
而
開
闢
以
來
。
未
嘗
受
外
夷
之
侮
也
。
及
先
帝
之
時
。
西
荒
蠻
夷
。
數
窺
我

邊
。
敢
朶
頤
乎
我
神
州
。
何
夫
無
禮
之
甚
也
。
先
帝
。
天
資
英
邁
。
聡
明
絶
倫
。
乃
洞
燭
彼
奸
。
深
慮
堅
氷
之
漸
。
因
下
攘
夷
之
勅
。

當
此
之
時
。
幕
府
無
人
。
怖
犬
如
虎
。
遂
聽
洋
夷
之
請
。
或
許
互
市
。
或
建
邪
教
寺
。
或
將
軍
親
與
醜
夷
對
座
。
請
其
参
國
政
。
甚
則

至
於
欲
名
神
州
以
新
亜
墨
利
加
。
國
家
之
汚
辱
。
醜
夷
之
跋
扈
。
其
亦
甚
矣
。
當
此
之
時
。
大
小
諸
侯
。
頗
唱
勤
王
者
有
之
。
就
中
。

如
宗
藩
。
上
下
盡
忠
以
攘
夷
為
事
。
先
帝
亦
深
依
頼
焉
。
既
而
宗
藩
再
攘
外
夷
。
以
慰
先
帝
之
宸
衷
。
天
下
之
人
。
於
是
乎
。
稍
展
眉
。

稱
快
。
嗚
乎
。
羶
血
未
乾
。
而
小
人
間
之
。
惜
哉
。
於
是
乎
。
藩
宗
之
志
蹉
詑
。
而
先
帝
之
志
不
成
。
無
何
。
帝
亦
崩

。
豈
非
千
載

之
遺
憾
耶
。
爾
來
大
小
列
侯
。
無
唱
尊
攘
者
。
擁
重
兵
。
座
而
視
犬
羊
之
猖
獗
而
巳
。
於
是
。
外
夷
亦
益
無
忌
憚
之
色
。
而
今
則
胡
児

横
行
於
華
庫
之
地
。
腥
羶
之
氣
。
殆
逼
輦
轂
之
下
。
而
無
一
。
人
有
誰
何
者
也
。
於
是
。
外
夷
之
勢
焔
日
熾
。
而
神
州
之
士
氣
益
不
振
。

日
甚
於
一
日
。
故
號
稱
武
士
者
。
唯
夷
狄
是
學
。
優
孟
衣
冠
不
啻
。
以
日
本
之
刀
。
換
洋
夷
之
銃
。
以
先
王
之
禮
服
。
換
左
衽
之
胡
服

戎
狄
之
鼓
。
學
戎
狄
之
陣
。
其
心
化
為
夷
狄
者
。
亦
巳
半
於
天
下
矣
。
嗚
乎
。
士
氣
之
衰
弱
。
外
夷
之
猖
獗
。
至
今
日
而
極
矣
。
此
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誠
危
急
存
亡
之
秋
也
。
今
而
不
救
。
神
州
其
夷
乎
。
夫
喬
木
既
蠧
。
而
大
風
將
至
。
内
地
半
夷
。
而
外
夷
方
驕
。
將
軍
不
攘
之
。
列
侯

不
膺
之
。
天
下
英
雄
豪
傑
之
士
。
亦
袖
手
而
旁
観
。
則
神
州
之
為
外
夷
之
有
。
將
在
近
也
。
嗚
乎
。
若
擧
祖
宗
之
天
下
。
座
付
犬
羊
之

手
。
神
祖
先
帝
在
天
之
靈
。
其
謂
之
何
。
苟
為
之
臣
子
者
。
豈
旁
観
座
視
之
時
哉
。
嗚
乎
。
今
之
西
洋
者
。
不
獨
戎
狄
也
。
覬
覦
國
家

之
大
賊
也
。
則
非
國
家
之
大
讐
耶
。
然
則
人
々
當
懐
敵
愾
之
心
　
。
而
不
可
與
共
載
天
也
。
予
也
。
慨
乎
外
夷
之
陸
梁
也
久
矣
。
頃
者

頗
得
同
志
之
士
。
日
夕
相
會
。
講
尊
王
之
道
。
議
攘
夷
之
策
。
號
曰
尊
攘
之
社
。
庶
有
観
感
而
興
者
。
相
倶
戮
力
。
以
攘
斥
外
夷
。
一

洗
羶
風
。
以
救
神
州
之
陸
沈
。
則
是
上
以
繼
先
帝
之
志
。
中
以
承
宗
藩
尊
王
攘
夷
之
旨
。
下
以
奉
吾
君
尊
王
攘
夷
之
意
。
而
行
聖
人
尊

王
攘
夷
之
大
道
正
訓
於
今
日
也
。
其
成
與
不
。
則
在
吾
人
所
為
何
如
耳
。
可
不
勉
哉
。
慶
應
三
年
丁
卯
。
夏
五
月
。
南
部
裕
序

時
年
三
十
七

釈
文

そ
ん
じ
ょ
う
し
ゃ

尊
攘
社
じ
ん
め
い
ろ
く

人
名
録
じ
ょ序

恭
し
く
お
も惟
う
、
我
が
神
州
天
日
か
ら
の
つ
ず嗣
き
に
し
て
、
世
は
ご御
し
ん
き
ょ
く

宸
極
お
い
て
革
命
は
萬
古
に
無
く
、
し
か
も
か
い
び
ゃ
く

開
闢
以
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來
未
だ
嘗
て
外
國
か
ら
の
あ
な
ど
り
侮

を
受
け
た
こ
と
は
は
な
か
っ
た
。
せ
ん
て
い

先
帝
の
時
に
及
び
せ
い
こ
う

西
荒
ば
ん
い

蛮
夷
が
我
が
あ
た
り
邊
を
し
ば
し
ば
數
う
か
が
窺

う
よ
う
に
な
り
、
敢
え
て
我
が
神
州
に
だ
い
朶
頤
す
る
よ
う
に
な
る
。
な
ん何
ぞ
夫
れ
無
禮
の
甚
だ
し
き
こ
と
な
り
、
先
帝
は
天

資
英
邁
に
し
て
聡
明
絶
倫
な
り
、
彼
の
か
ん奸
は
そ
こ
で
ど
う洞
に
し
ょ
く
燭
し
、
堅
氷
も
こ
れ
漸
く
深
く
お
も
ん
ば
か

慮

る
よ
う
に
な
り
、
因

っ
て
攘
夷
の
勅
が
下
さ
れ
た
。
此
の
時
に
當
り
幕
府
に
人
無
く
、
犬
を
怖
る
虎
の
如
く
遂
に
洋
夷
の
こ請
う
を
聽
き
、
或

い
は
互
市
を
許
し
、
或
い
は
じ
ゃ
き
ょ
う
で
ら

邪
教
寺
を
建
て
、
或
い
は
將
軍
親
く
醜
夷
と
た
い
ざ

對
座
し
て
國
政
に
参
ず
る
を
こ請
う
。
甚
だ

し
き
は
こ
こ
に
到
り
て
、
神
州
を
以
て
新
亜
墨
利
加
の
名
に
加
な
さ
ん
と
欲
す
。
國
家
の
お
じ
ょ
く

汚
辱
し
ゅ
う
い

醜
夷
の
ば
っ
こ

跋
扈
そ
れ
ま
た

甚
だ
し
き
や
、
此
の
時
に
當
り
大
小
の
諸
侯
、
す
こ
ぶ
頗
る
き
ん
の
う

勤
王
唱
る
者
こ
れ
有
り
、
こ
と
に
そ
う
は
ん

宗
藩
の
如
き
上
下
忠
を
盡
し

て
以
て
じ
ょ
う
い

攘
夷
の
事
を
為
す
。
先
帝
亦
た
深
く
依
頼
さ
れ
、
既
に
宗
藩
を
し
て
再
び
外
夷
を
は
ら攘
う
。
以
て
先
帝
の
苦
衷
を

慰
め
天
下
の
人
こ
こ
に
お
い
て
よ
う稍
や
く
ま
ゆ眉
を
の展
ぶ
る
。
嗚
乎
、
快
な
る
を
稱
え
る
。
羶
い
血
は
未
だ
乾
か
ず
し
て
小
人

こ
れ
し
ず
か
間
に
お惜
し
む
、
そ
う
は
ん

宗
藩
の
志
し
は
躓
き
時
機
を
失
う
。
先
帝
の
志
し
は
成
ら
ず
、
べ可
し
無
く
、
先
帝
亦
た
崩
御
さ

れ
る
。
こ
れ
千
年
に
一
度
有
る
や
無
し
の
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
以
来
大
小
の
列
侯
尊
王
攘
夷
を
唱
え
る
者
無
く
、

兵
を
を
重
ね
て
よ
う擁
し
、
座
し
て
犬
羊
の
勢
力
が
盛
ん
で
荒
れ
狂
う
を
巳
に
視
る
。
是
れ
に
於
て
、
外
國
の
夷
亦
た
益
々



50

遠
慮
の
色
無
く
、
今
則
ち
胡
児
は
か
こ
華
庫
の
地
に
於
て
わ
が
物
顔
で
行
き
来
す
る
。
腥
羶
の
氣
、
殆
ど
天
子
の
乗
り
物
の

下
に
せ
ま逼
る
。
そ
し
て
何
者
か
誰
か
有
る
一
人
も
無
く
、
是
れ
に
於
て
外
夷
の
勢
い
え
ん
に
ち

焔
日
さ
か熾
ん
に
な
る
。
し
か
も
神
州
の

士
氣
益
々
振
る
わ
ず
、
日
一
日
於
て
甚
だ
し
く
故
に
武
士
は
號
稱
す
る
唯
だ
戎
狄
是
れ
に
學
び
、
ゆ
う優
も
う孟
い衣
か
ん冠
し啻
せ
ず
、

日
本
の
刀
を
以
て
洋
夷
の
銃
と
換
え
、
せ
ん
お
う

先
王
の
れ
い
ふ
く

禮
服
を
以
て
さ
じ
ん

左
衽
の
こ
ふ
く

胡
服
に
換
え
る
。
じ
ゅ
う
て
き

戎
狄
の
つ
つ
み
鼓
を
う

ち
、
じ
ゅ
う
て
き

戎
狄

の
陣
に
學
び
其
の
心
は
化
し
て
い
て
き

夷
狄
者
為
す
。
亦
た
巳
に
な
か半
ば
天
下
に
於
い
て
、
嗚
乎
、
士
氣
衰
弱
し
外
夷
の
し
ょ
う
け
つ

猖
獗

は
今
日
に
至
り
て
極
ま
る
。
此
の
誠
は
き
き
ゅ
う
そ
ん
ぼ
う

危
急
存
亡
の
と
き秋
な
る
。
今
に
し
て
救
わ
ず
し
て
神
州
は
其
れ
夷
か
な
、
夫
れ
き
ょ
う
ぼ
く

喬
木

既
に
む
し
く
い
蠧

と
な
る
。
そ
し
て
大
風
至
り
て
將
に
内
地
の
半
ば
夷
そ
し
て
外
夷
は
ま
さ方
に
お
ご驕
る
。
將
軍
こ
れ
を
は
ら攘
は
ず
、
列

侯
こ
れ
を
う
た膺
ず
、
天
下
の
え
い
ゆ
う

英
雄
ご
う
け
つ

豪
傑
の
士
、
亦
た
手
を
袖
に
し
て
ぼ
う
か
ん

旁
観
。
則
ち
神
州
の
為
に
外
夷
こ
れ
有
り
。
ま
さ將
に
近

く
に
在
る
を
も將
っ
て
、
嗚
乎
、
祖
宗
の
天
下
を
擧
げ
ず
に
座
し
て
犬
羊
の
手
を
付
し
て
、
神
祖
先
帝
天
の
靈
其
の
こ
れ

い何
か
ん
と
お
も謂
う
。
い
や
し
く
苟

も
こ
れ
臣
子
を
為
す
者
は
、
あ
に豈
ぼ
う
か
ん

旁
観
ざ
し
座
視
の
時
か
な哉
。
嗚
乎
、
今
の
西
洋
の
者
は
獨
り
な
ら
ず
戎

狄
な
り
。
き
ゆ
覬
覦
國
家
の
大
賊
な
り
。
則
ち
國
家
の
た
い
し
ゅ
う

大
讐
に
非
ら
ず
や耶
。
然
れ
ど
も
則
ち
人
々
の
て
き
が
い

敵
愾
の
心
を
懐
う
に

當
り
、
な
り
夫
れ
は
天
に
載
せ
て
共
に
く
み与
す
る
は
べ可
か
ら
ず
な
り
。
こ
こ
に
ま
た
嗚
呼
、
外
夷
の
り
く
り
ょ
う

陸
梁
を
な
げ慨
き
て
久
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し
き
か
な
、
頃
者
同
志
の
士
す
こ
ぶ
頗
る
得
た
り
。
日
夕
相
會
し
て
、
そ
ん
の
う

尊
王
の
道
義
を
は
か講
る
。
じ
ょ
う
い

攘
夷
の
策
號
し
て
曰
く
、、
そ
ん
じ
ょ
う

尊
攘

の
社
。
も
ろ
も
庶
ろ
観
感
し
て
興
す
者
有
り
。
相
い
と
も倶
に
り
く
り
ょ
く

戮
力
以
て
外
夷
を
じ
ょ
う
せ
き

攘
斥
し
、
せ
ん
ぷ
う

羶
風
を
一
洗
し
て
以
て
神
州
の
り
く
ち
ん

陸
沈

を
救
わ
ん
。
則
ち
是
の
上
先
帝
の
志
を
繼
が
ん
。 う
ち中
に
そ
う
は
ん

宗
藩
の
そ
ん
の
う

尊
王
じ
ょ
う
い

攘
夷
の
旨
を
承
り
下
し
て
以
て
吾
が
君
の
そ
ん
の
う

尊
王
じ
ょ
う
い

攘
夷

の
意
を
た
て
ま
つ
奉

ら
ん
。
そ
し
て
聖
人
そ
ん
の
う

尊
王
じ
ょ
う
い

攘
夷
の
大
道
正
訓
を
今
日
よ
り
行
う
な
り也
。
其
の
せ成
ざ
る
と
も
。
吾
人
の
所
に
在

り
て
何
如
を
為
す
の
み
。
勉
む
る
せ
ず不
に
に
べ可
か
ら
ず
か
な哉
。
慶
應
三
年
ち
ょ
う
う

丁
卯
。
夏
五
月
。
な
ん
ぶ

南
部
ゆ
た
か
裕
序

時
年
三
十
七

語
釈
　
　
そ
ん
じ
ょ
う
し
ゃ

尊
攘
社
＝
五
竹
が
そ
ん
の
う

尊
王
じ
ょ
う
い

攘
夷
の
同
志
と
の
結
社
名
。
じ
ん
め
い
ろ
く

人
名
録
＝
名
簿
。
じ
ょ序
＝
文
章
の
初
め
に
。
き
ょ
う
い

恭
惟
＝
う
や
う
や
し
く
思
う
。
あ
ま
つ
ひ

天
日
の
し嗣
＝
天
照
大
神
よ
り
の
嗣
、

天
子
。
し
ん
き
ょ
く

宸
極
＝
天
子
の
居
所
、
ま
た
そ
の
位
。
せ
い
ぎ
ょ

世
御
＝
在
位
の
世
。
ば
ん
こ

萬
古
＝
万
年
も
の
昔
、
太
古
。
か
く
め
い

革
命
＝
天
命
を
改
め
る
、
王
朝
が
変
わ
る
こ
と
。
か
い
び
ゃ
く

開
闢
＝
天
地
の
開
け
始
め
、

世
界
の
始
ま
り
。
か
っ嘗
て
＝
以
前
、
前
に
。
せ
ん
て
い

先
帝
＝
先
の
帝
、
孝
明
天
皇
。
し
ん
ち
ゅ
う

宸
衷
＝
天
子
の
苦
衷
。
せ
い
こ
う

西
荒
＝
西
洋
人
の
荒
れ
者
。
ば
ん
い

蠻
夷
＝
野
蛮
な
夷
狄
。
き窺
＝
窺
う
。
か
ん敢
＝
宛
に
す

る
、
妄
り
に
、
勇
ま
し
い
。
だ朶
い頤
＝
顎
を
下
げ
て
物
を
喰
う
さ
ま
、
だ朶
、
木
の
枝
、
動
か
す
、
い頤
、
顎
。
て
ん
し

天
資
＝
生
ま
れ
つ
き
、
天
が
人
に
授
け
た
性
質
、
天
性
。
え
い
ま
い

英
邁
＝
才
能
、

知
識
の
非
常
に
優
れ
て
る
こ
と
。
そ
う
め
い

聡
明
＝
聴
い
た
り
見
た
り
す
る
こ
と
、
耳
や
目
が
聡
い
こ
と
、
道
理
に
明
る
い
こ
と
。
ぜ
つ
り
ん

絶
倫
＝
人
な
み
外
れ
て
優
れ
て
い
る
。
か
ん奸
＝
侵
す
、
乱
す
、

邪
。
ど
う
し
ょ
く

洞
燭
＝
洞
窟
の
中
の
蝋
燭
、
仄
か
な
明
か
り
。
け
ん
ぴ
ょ
う

堅
氷
＝
堅
い
氷
。
ぜ
ん漸
＝
漸
く
。
し
ん
り
ょ

深
慮
＝
深
い
考
え
。
じ
ょ
う
い

攘
夷
＝
夷
、
狄
、
戎
、
胡
、
を
追
い
払
う
。
ち
ょ
く
勅
＝
勅
語
、
詔
。
ご
い
ち

互
市

＝
市
場
、
貿
易
。
じ
ゃ
き
ょ
う
じ

邪
教
寺
＝
基
督
教
会
。
し
ゅ
う
い

醜
夷
＝
外
国
人
を
蔑
視
し
た
語
。
た
い
ざ

對
座
＝
対
面
し
て
坐
る
、
対
等
に
。

し
ん
あ
め
り
か

新
亜
墨
利
加
＝
新
ア
メ
リ
カ
。
し
ん
か
い

心
懐
＝
心
に
思
う
こ
と
。
お
じ
ょ
く

汚
辱
＝



52

汚
し
辱
め
る
。
ば
っ
こ

跋
扈
＝
手
強
く
て
我
が
儘
に
振
る
舞
う
、
の
さ
ば
る
、
横
暴
。
す
こ
ぶ
頗
る
＝
屡
々
、
頻
り
に
。
き
ん
の
う

勤
王
＝
王
室
に
忠
勤
を
励
む
。
な
か
ん
ず
く

中
就
＝
た
く
さ
ん
在
る
物
事
の
中
で
も

と
り
分
け
て
。
そ
う
は
ん

宗
藩
＝
萩
藩
、
長
州
藩
。
せ
ん
け
つ

羶
血
＝
生
臭
い
血
。
し
ょ
う
び

稍
眉
＝
稍
や
眉
を
。
さ
だ
蹉
詑
＝
躓
き
時
期
を
失
う
、
不
幸
せ
で
志
を
得
な
い
、
思
う
に
任
せ
な
い
。
ほ
う崩
そ

＝
帝
の
そ

落
、

書
舜
典
よ
り
、
崩
御
。
せ
ん
ざ
い

千
載
＝
千
年
。
あ
に豈
＝
ど
う
し
て
、
な
ん
と
、
そ
れ
。
い
か
ん

遺
憾
＝
恨
み
を
遺
す
、
残
念
、
気
の
毒
。
じ
ら
い

爾
來
＝
こ
れ
以
来
。
そ
ん
じ
ょ
う

尊
攘
＝
尊
王
攘
夷
。

じ
ゅ
う
へ
い

重
兵
＝
火
器
を
備
え
た
兵
。
よ
う擁
し
＝
抱
え
る
。
し
ょ
う
け
つ

猖
獗
＝
勢
い
が
盛
ん
で
荒
れ
狂
う
。
き
た
ん

忌
憚
＝
忌
み
憚
る
、
遠
慮
す
る
。
か
こ
華
庫
＝
　
お
う
こ
う

横
行
＝
我
が
物
顔
で
行
き
来
す
る
。
せ
い
せ
ん

腥
羶
＝
生

臭
い
。
せ
い
え
ん

勢
焔
＝
火
焔
の
盛
ん
な
勢
い
。
し熾
＝
熾
烈
、
激
し
い
。
れ
ん
こ
く

輦
轂
＝
天
子
の
乗
用
車
。
ひ
つ逼
＝
逼
迫
、
指
し
迫
る
。
ゆ
う優
＝
優
れ
る
。
も
う孟
＝
孟
子
。
い
か
ん

衣
冠
＝
衣
服
と
冠
、
正
し
い
装
束
。

し啻
＝
た
だ
、
た
だ
に
。
せ
ん
お
う

先
王
＝
　
先
帝
、
孝
明
天
皇
。
れ
い
ふ
く

禮
服
＝
儀
式
の
時
に
着
る
服
装
。
さ
じ
ん

左
衽
＝
左
衿
、
お
く
み
。
こ
ふ
く

胡
服
＝
洋
服
。
じ
ゅ
う
て
き

戎
狄
＝
西
洋
人
。
こ鼓
＝
太
鼓
。
た

＝
打
つ
、

叩
く
。
な
か半
ば
＝
半
分
。
し
ょ
う
け
つ

猖
獗
＝
勢
い
が
盛
ん
で
荒
れ
狂
う
。
き
き
ゅ
う
そ
ん
ぼ
う

危
急
存
亡
＝
危
う
く
て
差
し
迫
っ
て
い
る
、
極
め
て
危
う
く
存
続
す
る
か
滅
び
る
か
が
決
ま
る
大
事
な
と
き
。

と
き秋
＝
時
、
時
期
。
き
ょ
う
ぼ
く

喬
木
＝
大
樹
、
松
杉
檜
等
の
高
木
。
と蠧
＝
木
喰
い
虫
。
ま
さ方
に
＝
今
や
、
丁
度
今
、
本
当
に
。
き
ょ
う
驕
＝
驕
慢
、
驕
る
。
は
ら攘
う
＝
打
ち
払
う
。
よ
う膺
＝
「
胸
、
受
け
る
、

征
伐
す
る
。
え
い
ゆ
う

英
雄
＝
才
能
、
武
略
の
非
常
に
優
れ
た
人
、
英
傑
。
ご
う
け
つ

豪
傑
＝
才
知
が
衆
に
優
れ
た
人
物
、
武
勇
が
人
に
優
れ
た
人
物
。
ぼ
う
か
ん

旁
観
＝
傍
ら
で
観
て
い
る
だ
け
。
ざ
し
座
視
＝
何
も

し
な
い
で
坐
っ
て
視
て
い
る
だ
け
。
き
ゆ
覬
覦
＝
身
分
不
相
応
な
こ
と
を
臨
む
。
た
い
し
ゅ
う

大
讐
＝
大
き
な
敵
、
讐
。
き愾
＝
た
め
息
、
敵
愾
心
、
が
い慨
。
り
く
ち
ん

陸
沈
＝
陸
地
に
沈
む
、
人
が
世
の
中
で
姿

を
隠
し
て
い
る
こ
と
、
世
が
乱
れ
亡
び
る
こ
と
。
り
く
り
ょ
う

陸
梁
＝
暴
れ
て
走
り
廻
る
こ
と
。
が
い慨
＝
嘆
く
嘆
息
、
憤
る
。
ち
ょ
う
う

丁
卯
＝
慶
応
三
年
、
一
八
六
七
。
な
ん
ぶ

南
部
ゆ
う裕
＝
南
部
五
竹
。
そ
ん
の
う

尊
王
じ
ょ
う
い

攘
夷

＝
王
室
を
尊
び
且
つ
夷
狄
を
攘
ら
う
。


